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『

伊
勢
物
語
』

成
立
私
考

は

じ

め
に

流
動
す
る
み
や
び
の

テ

ク
ス

ト
　
　
　
　
　
＊

井
上

英
明

　
過
去
三

十
数
年
を
振
り
返
っ

て

も、
『

伊
勢
物
語
』

（

以
下
『

勢
語
』

と

略
称
）

の

成
立

に

つ

い

て

は
、

文
献
学
や

作
中
人
物

・

事
蹟
の

時
代
考
証
を
主
と

す
る

歴

史
学
の

成
果
と

、

い

わ

ゆ
る

文
芸
思
潮
史
的
な

そ

れ

と

が
う
ま

く
噛
み

合
わ
ず

、

諸
説
入
り

乱
れ

て

列
叙
の

煩
に

堪
え

な

い

が
、

結
論
の

分
れ
る

と

こ

ろ

を
約
言
す

れ
ば

、

ほ

ぼ

次
の

三

項
に

帰
着
す
る

。

　
日
『

古
今
集
』

（
延

喜
年
間）

以

前
。

口
『

古
今
集
」

・
『

後

撰
集
」

（

延

喜
以

降

天

麿
以

前）
。

日

『

後
撰
集
』

以
後
（
天
暦
以

後
）

で

あ

る
。

『

勢
語
』

テ

ク

ス

ト

の

成

立
の

過
程
は

文
献
学
・

書
誌
学
的
に

も

き
わ

め

て

複
雑
な

問
題
を
か

か

え

こ

み
、

　
　
　
ノ

ノト
ヒ

ス

ト

リッ
ク

こ

れ
に

無
時
間
的
な

民
俗
学
や

伝
承
の

世
界
を

加
え

る

と
、

た

ん

に

こ

の

物
語
の

愛
読
者
の
一

人
に

過
ぎ
な

い

わ

た

く
し

な

ど

は、

所
詮

、

『

勢
語
』

成
立

期
の

決

定
的
な

推
定
は

不
可
能、

あ

る

い

は

無
意
味
と

な

る

か
に

み

え
る

。

小
論
は

こ

う

し

た

困
難
を
す

で

に

既

知
の

も
の

と
し

て、

あ
え

て

現
行
活
字
文
献
を
頼
り
に、

『

源
氏
物
語
』

の

主
人
公

、

光
源
氏
の

原
型

た

る

こ

と

間
違

い

な

い

『

勢
語
』

の

主
人
公
「

昔
男
」

の
一

代
記
的
形
象
に
一

歩
で

も
近
づ

こ

う

と

す
る

も
の

で

あ
る

。

　
そ

も

そ

も

『

勢
語
』

の

主

人
公
「

昔
男
」

に

擬
せ

ら

れ
る

歴

と
し

た

官
人、

在

原
業
平
が

相
模
・

美
濃
の

権
守
を
歴
兼
し

て

卒
し

た

元
慶
年
間
か

ら

蜿
々
、

三

百

五

十
有
余
年、

『

勢
語
」

写
本
乱
立
の

事
態
が
表
面
化
し

て

来
た

頃
、

六

条
家
の

清
輔

・

顕
昭
の

後
を

う

け
て

、

か

の

京
極
黄
門
藤
原
定
家
が

「

盲
目

を
凌
き

風
雪

に

堪
へ

」

て
、

書
写
校
A
口

し

た

天
福
年
間
ま
で

の

ー
換
言

す

れ

ば

『

勢
語
』

成

立
の

可
能
性
の

時
期
か

ら

テ

キ

ス

ト
・

ク

リ

テ

ィ

ー

ク

の

最
終
的
段
階
に

至

る

ま

で

1
生
成
発
展
の

時
間
的
巾
幅
が

あ
ま

り

に

も

長
期
に

わ

た

る

か

ら

で

あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

件
の

『

勢
語
』

成
立
期
の

三

項
は

、

全
体
と

し
て

の

現
存
『

勢
語
』

に

関
す
る

か

ぎ
り

、

そ

れ

ぞ

れ
一

説
を
と
っ

て
、

挙
げ

て

他
を
除
こ

う
と

す

る

と

き
、

す
で

に

正

鵠
を

失
し
、

三
説
鼎
立
し

て

こ

そ

論
の

全
き
を

得
る

と

い

う
の

が、

ま

ず
は

妥
当
な

見
解
と

い

わ

な

く
て

は

な

ら

な

い
。

同
時
に

そ

れ

は

文
芸
形
態
論

的
に

は

不
幸
に

し
て

あ

ま

り

実
効
の

な

い
、

い

う

な

れ

ば

あ

た

り

さ
わ

り

の

な
い

見
解
で

も
あ

る
。

　
小
論
の

目
的
は
現
行
『

勢
語
」

の

代
表
的
本
文
を

も
っ

て
、

こ

と

ご

と

く

『

古

今
集
』

以
往
の

成
立

す

る

こ

と

で

は

毛
頭
な
い

し、

そ

れ
は

不
可
能
な

こ

と

で

あ

る
。

わ
た

く
し

の

意
図
は
そ

の

中
か

ら

『

古
今
集
』

成
立
時
代

、

も

し
く

は

こ

れ

に

先
立
つ

こ

と

数
十
年

、

つ

ま
り

、

在
原
業
平
の

晩
年
か
、

あ
る

い

は

こ

れ
を

降

る

こ

と
い

く
ば

く
も
な

い

時
期
に

成
立

す
る

も

の

と

推
さ

れ

る

章
段
を
摘
出
し

、

そ

の

出
現
の

時
期
を
『

古

今
集
」

成
立

前
後
の

時
代
的
背
景
に

お

い

て

考
察
し

、

現
存
『

勢
語
』

の

プ

ロ

ト
タ

イ

プ

と

お

ぼ

し

き
仮
説
的
形
態
を
幻
視
す
る

こ

と

に

あ
る

。

そ

の

作
業
は

光
源
氏
の

生
涯
の

起
伏
を

考
え

る

と

き
、

か

な

ら

ず

し

も

無

意
味
な

こ

と

で

は

な

い
。

か

さ

ね

て

い

え

ば
、

予
測
さ

れ
た

オ

リ

ジ

ナ

ル

な
『

勢
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明 
擺、
大瀞
子

研
惚
儿

紀．
要
汽

日
末・
文
化
崢
＋

部．
・
「．
己

皿賭・
又

化甲
事

科
M

第」
ハロ
写

．iL
）L
！ 丶

年

語
』

の

形
態
を
「

伊
勢
集
』

の

巻
頭
の

歌
物
語
や、
『

平
仲
物
語
』

の

ご

と

き
物
語

化
さ

れ

た

私
家
集
め

「

源
流
」

と

し
て

想
定
す

る

こ

と

に

あ
る

。

け
だ

し
、

作
品

の

最
終
的
整
理
の

時
期
よ

り
も

、

そ

の

出冖
現
期
に

近
い

時
期
と

形
態
を

悶
題
に

す

る

方
が

、

文
芸
思
潮
史
的
に

い

っ

て

重

要
だ

と

考
え

る

か

ら

で

あ
る

。

だ

が
、

『

古
今
集
』

前
後
の

『

勢
伍
叩

』

の

形
姿
に

つ

い

て

は
、

周
知
の

よ

う

に

文
献
に

明

徴
を
欠
く
こ

と

は

も
と

よ
り

、

他
に

何
の

手
が

か
り

も
な

い

の

で

あ

る
。

純
正

な

（

今
日

か

ら

見
て
）

『

勢
語
』

本
文
に

時
代
的
に

最
も
近
く

、

か

つ

学
閥
的
に

も
い

ち

ば

ん

信
用
の

お
け

た

は

ず

の

藤
原
定
家
が

、

例
の

有
名
な

天
福
本
奥
書
を
「

抑

伊
勢
物
語
根
源

、

古
人
説
々．
不
レ

同
。

或
云
…

…
」

（
傍
点

引

用

者
）

と

書
き

出
さ

な

け

れ

ば
な

ら

な

か
っ

た

ゆ

え

ん

で

あ

る
。

し

か
る

に、

八

百
年
以

上
の

研
究
史

を
経
た

今
日、

前
掲
成
立

期
三

説
、

い

ず
れ
も

決
め

手
を
欠
く

ま

ま
に
、

現
存

『

勢
語
』

諸
伝
本
及
び

『

占
今
集
」

と
、

そ

れ

以
後
の

勅
撰
集
や

、

『

業
平
集
』

そ

の

他
の

私
家
集
等
々

と

の

相
関
関
係
を

文
献

的
に

操

作
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

「

勢
語
』

の

原
型

に

迫
ろ

う
と
す

る

こ

こ

ろ

み

は
、

す
で

に

夙
く
か

ら

な

さ

れ
て

お

り
、

そ

の

成
果
は

今
日

の

国
文
学
界
で

は
、

古
典
的
労
作
と

い

わ

れ

る

池
田

亀

鑑
氏
『

伊
勢
物
語
に

就
き

て

の

研
究
』

や
、

大
津
有
一

氏
の

先
駆
的
な

論
文
「

伊

勢
物
語
の

原

本
に

つ

い

て
」
（
「

国
諮
と

園
文
学
」

昭
・
六
・
四）

な

ど

に

み

る

こ

と

が

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
ウ

ル

で

き
、

こ

れ

ら

に

共
通
す

る

結
論
と

し

て
、

『

古
今
集
』

以
前
の

…

原
伊
勢
物
語
」

の

形
態
は

、

「．
原
業
平
集
」

と

で

も

称
す
べ

き

も
の

で
、

そ

れ

が

「

言

今
集
』

及

び

現
存
の

『 、
勢
語
』

の

粉
本
と

な

っ

た

も

の

で

あ

ろ

う

と

推
定
さ

れ
て

い

る
。

さ

ら

に

福
井
貞
助
氏
は

旨

原
伊
勢
物
語
」

が
、

「

業、
平
集
」

の

ご

と
き

も
の

で

あ
っ

た

の

で

は

な

い

か

と

い

う

仮
定
に

立
ち
、

現
存
『

勢
語
』

の

形
態
の

構
造
を
分
析

す
る

こ

と

に

よ
っ

て、

こ

の

仮
想
の

「

業
平
集
」

を、

 
雑
纂
形
態
で

伊
勢
斎
宮

の

原

初
形
態
を
冒、
蹟
に

配
す

る

も

の

と
、

面
春
を
は

じ

め

と

す
る

四
季
・

恋
・

雑

及
び

賀
ゴ

哀
傷
の．
配
朔
に
、

不
完
全
な

が

ら

整
理
さ

れ

た

も
の

と

の

二

種
類
の

形

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　

綬

態
と

想
定
し

、

か

つ
、

現

存
『

勢
語
」

初
冠
り

本
椴
は、

纈
か

ら

発
し

て

 
と

い

う
コ

ー

ス

で

患
来
上
が
っ

た

も

の

と

し
、

非
現
存
「

狩
の

使
本
」

は

肉

か

ら

出
た

も
の

で

あ

る

が
、

B
↓
◎
と

発
展
す

る

さ

い

に

そ

れ
ら

と

接
触
変
化

し

て

消
滅
し

た

も

の

と

さ

れ

る
。

そ

し

て

『

占
今
集
」

業
平
歌
の

詞

書
が

『

勢
語
』

に

類
似
す

る

の

は
、

こ

の

 
に

接
触
し

た

か

ら

で

あ
ろ

う

と

考
え

ら

れ
て

い

る．、

ま

こ

と

に

見
事
な

推
理
で

あ

る
。

ま

た
皿

方、

『

拾
遺
集
』

以

前
の

『

勢
語
』

の

章
段

を

「

在
中
将
集
」

か

ら

推
し

て

充
卜
段
程
度
と

す

る

新
説
が

現
わ

れ

た
。

こ

の
、

説

の

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
け
へ

の

主
張
者
は
、

か
っ

て

の

片
桐
洋
一

氏
で

あ

る
。

論
の

拠
点
と

も「．
百
つ

べ

き
と

こ

ろ

は
、

前
田

家
本
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
の

『

在
中
将

集
』

と

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の

『

雅

平
本
業
平
集
』

が
、

い

ず
れ
も

『

古
今
集
」

・
『

後
撰
集
」

・
『

勢
語
』

を

出
典
と

し
、

し
か

も
『

拾
遺

集
』

所
載
の

業
平
歌
（一．一
首）

を
含
ま
ぬ

事
実
か

ら
、

逆
に

『

拾

遺
集
』

以
前
の

『

勢
語
』

一

本
の

形
姿
を

論
証
さ

れ
て

い

る
。

す

な

わ

ち、

前
者

、

前
田

家
本
『

在
中
将
集
』

所
載
の

『

伊
勢
物
語
』

の

歌
を
定
家
本
『

勢
語
熱

の

段

序
に

よ
っ

て

み

る

と
、

五

十
一

段
を
か

ぞ

え、

後
者
『

雅
平
本
業
平
集
』

で

は

四

十
四

段
と

な

り
、

特
に

後
者
は

『

古
今
集
』

の

部
立
に

し

た

が

わ

ず
、

物
語
の

形

の

ま
ま

に

収
録
す
る

点
か

ら
、

こ

の

四

十
四

段
こ

そ

『

拾
遺
集
』

以
前
の

純
粋
な

「

勢
語
」

ー
1
業
平
歌
以

外
の

歌
を
含
ま
ぬ
ー

ー
 

本
の

形
姿
を

さ

し

示
す
も
の

で

あ
る

と

力
説
さ

れ、

｝

部
諸
家
に

よ
っ

て

支
持
さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

ま

で

の

　，
勢
語
』

諸
本
の

共
有
段
数
は

池
田
博
士

に

よ

れ

ば

最
少
限
度
百
四

段
で

あ

り
、

（
池
田

氏
『

前
載
書
』
）

そ

の

後
発
見
さ

れ
た

諸
本
を
操
作
す

る

こ

と

に

よ
っ

て

得

ら

れ

た

の

は

九
十
四

段
で

あ

り、

こ

の

九
卜
四

段
が

目
下
の

と

こ

ろ

現
存
『

勢
語
臨

諸
伝
本
の

み

か

ら

た

ど

り

得
る

最
少
量
の

テ

キ

ス

ト
と

推
定
さ

れ
て

い

た

の

だ
が、

そ

れ

が

い

ま
前
述
二

本
の

『

業
平
集
』

を

介
在
さ

せ

る

こ

と

に

よ

り
、

『

拾
遺

集
』

以

前
と

い

う
た

だ

し

書
き

を
つ

け

て

五

レ
一

段
−

−．
四

十
餌

段
に

激
減
し

、

そ

の

池
は．
爾
後
の

増
茘
と

す

る

の

で

あ
る

か

ら、
『

勢
語
』

成
立

論
に

だ

い

て
、

か
っ

N 工工
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て

な

い

創
見
と

人
に

よ
っ

て

は

評
さ
れ
る

む

き
も
あ

る

が
、

し

か

し
、

片
桐
氏
の

由
っ

て

立

つ

既

掲、
一
本
の

『

業
平
集
』

は

果
し

て

『

拾
遺
集
』

以
前
の

も

の

か

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ロ

つ

い

て
、

過
去
及
び

現

在
に

お

い

て

な

お

疑
惑
が

残
さ

れ

て

お

り
、

特
に

、

『

雅

平
本
業
平
集
』

の

方
は

『

古
今
集
』

・
『

後
撰
集
』

・
『

勢
語
』

か

ら

吸
収
し

た

の

で

は
な

く
、

「

原
業
平
集
」

と

で

も

い

う
べ

き
も
の

か

ら

直
接
収
録
し

た

も
の

で

あ

る

と

い

う、

い

わ

ば

『

雅
平
本
業
平
集
』

自
体
に

異
見
を

提
起
さ

れ
た

の

が

島
田

　
　
　
　
　
　
ぽ

　

良
二

氏
で

あ
っ

た
。

『

勢
語
」

成
立

論
は

以
来

、

急
速
に

進
展
し

、

次
第
に

原
型

に

迫
ろ

う
と

し

た

か

に

み

え

た

が
、

例
え

ば

片

桐
氏
の

ご

と

く

『

業
平
集
」

と

『

勢
語
」

と

の

二

本
立

て

で
、

そ

の

相
関
関
係
を
分
析
す
る

こ

と
で

得
ら

れ

る

成

立
の

時
期
は、

そ

の

当
否
は

と

も
か

く
と
し
て

、

氏
自
ら

断
っ

て

い

る

ご

と
く

、

本
章
の

冒
頭
に

か

か
げ
た

こ

の

物
語
の

成
立
期
の

口
−

　

日
に

至
る

　
　
『

古
今

集
』

・
『

後
撰
集
』

の

間
ー

i
の

『

勢
語
』

一

本
の

形
姿
を

彷
彿
せ

し

め

る

に

と

ど

ま

ら
ざ

る

を
え

な

い
。

そ

れ
以
前

、

す

な

わ
ち

、

日
の

『

古
今
集
』

以
前、

あ
る

い

は

そ

の

前
後
の

業
平
の

活
躍
期
に

近
い

『

勢
語
』

の

形
態
な

ど

に

は

到
底
及
ぶ

べ

く
も
な

い
。

　

現

存
「

勢
語
」

諸
本
及
び

『

業
平
集
」

な

ど

か

ら

の

検
討
に

よ

る

「

原
伊
勢

物

語
」

の

探
究
の

成
果
の

う

ち、

文
献
操
作
か
ら

得
ら
れ

る

の

は
、

『

古
A

，

集
』

以

後
の

『

勢
語
』

増
益
の

実
体
で

あ
り

、

し

か

も
、

そ

れ
ら

が

等
し

く
文
献
学
に

立

脚
し

た

精
緻
な

立

論
で

あ

る

に

も
か

か

わ

ら

ず
、

作
品
理

解
に

対
す
る

目
的
．

立

場
・

発
想
・

さ
ら

に

は

各
人
由
っ

て

立
つ

資
料
を

異
に

す
る

た

め
、

い

き
お

い

そ

れ
ら

の

説
を

逐
次
検
討
し

は

じ

め

た

ら、

ま
っ

た

く
別
の

方
向
に

走
り

出
す

惧
れ

が
あ

る
の

で
、

わ

た

く
し

は

当
面
の

主
題
を

展
開
す

る

に

際
し、

こ

れ

ら

諸
先
学

の

論
旨
を
参
酌
す

る

に

と

ど

め

た

い
。

　

さ

て
、

文
献
の

形
式
的
操
作
か

ら

で

は
、

『

古
今
集
』

前
後
の

『

勢

語
』

の

形

姿
に

つ

い

て

の

積
極
的
な

解
答
は

絶
望
の

状
態
で

あ

る
。

し

か

し
、

わ

た

く
し

は

『

伊

勢
物
語
』

成
立
私
考
　
　
　

井
上

英
明

『

勢
語
』

の

原
型
は

家
集
↓
物
語
と
い

う
コ

ー

ス

で

は

な

く
、

は

じ

め

か

ら
一

代

記
的
に

構
想
さ

れ
、

か

つ

そ

れ
が

後
人
の

加
筆
を

経
て

い

く
う
ち

に
、

複
数
の

読

者
に

翻
弄
さ

れ
て

、

現
在
み
る

よ

う
な

不
純
部
分
を
多
大
に

含
む

も
の

に

な
っ

た

の

で

は

な

い

か
、

つ

ま
り

、

「

原
伊
勢
物
語
」

と

は
、

「

在
五
が

物
語
」

と

し

て

の

伝
承
的
な

形
態
を
か

た

く
な
に

保
持
し

、

そ

れ
が

後
に

家
の

集
的
な

歌
物
諾
に

な
っ

た

の

で

は

な

い

か

ー−
と

い

う
大
方
諸
賢
の

予
想
と
は

全
く
逆
の

推
定
を
し

て

み

よ

う

と
す

る

誘
惑
に

か

ら

れ

る
。

と

い

う
の

も
、

英
雄
伝
承
譚
と

か

ヒ

ー
ロ

ー

の

一

代
記
的
話
型
学
な

ど

を
考
慮
の

他
に

お
き

、

こ

の

点
に

関
す

る

か

ぎ

り、

今
し

ば

ら

く
文
献
学
に

固
執
し

な

く
て

は

な

ら

な

い

の

は
、

業
平
歌
の

『

古
今
集
』

に

お
け

る

収
載
の

仕
方
が

何
と

し

て

も
異
例
で

あ

り
、

か
つ

後
の

『

伊
勢
集
』

・
「

平

仲
物
語
』

・
『

十
左
日

記
』

な

ど
、

歌
と

他
の

文
の

混
融
し

た

王

朝
特
有
の

抒
情
小

説
出
現
の

必
然
性
を

積
極
的
に

理
解
す
る

た

め、

あ
る

程
度
の

時
間
的
・

プ

ロ

ッ

ト

的
配
列
を

も
つ

作
品
の

先
行
を

考
え

ざ

る

を
え

な

い

か

ら

で

あ
る

。

　
そ

こ

で

ま
ず

、

『

古
今
集
』

の

業
平
歌
の

異
例
の

採
ら

れ

方
に

つ

い

て

再
検
討

す
べ

く
、

『

勢
語
」

・
『

占
今
集
」

の

先
・

後
関
係
を
ひ

と

ま

ず

伏
せ

て
、

『

古
今
集
』

が
所
載
の

歌
を
含
む
『

勢
語
』

の

諸
段
を
摘
出
し

、

両
者
に

お

け

る

相
関
関
係
を

あ

ら

ゆ

る

角
度
か

ら

み

て

い

き
た

い

と

思
う

。

周
知
の

ご

と

く
、

『

古
今
集
』

所

載
の

業
平
歌、

及
び

こ

れ

と

贈
答
関
係
に

あ
る

歌
は

す
べ

て

現
存
『

勢
語
』

に

存

す
る

の

で
、

今
、

両
者
の

共
有
状
態
を、
小

す

と

次
の

ご

と

く
な

る
。

（

段
序
は

池

田
亀
鑑
『

伊
勢
物
語
』

に

就
き
て

の

研
究
」

校
本
篇

−
本
文
三
条
西
家
蔵
伝
定

家
筆

−

−
に

拠
る

。

）

『

勢
語
』

ω
二

段

 
四
段

『

古
今
集
』

（

『

岩
波
古
典
大
系
』

貞
応
二

年
本
）

旙

お

き
も
せ

ず

刪

月
や

あ

ら

ぬ

13
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明
星
大
辟

士

餅
究

紀
要
隅
隱
本

文
化遇
ナ

部

どへ二口
語
文
化漕
于

科】
第」
ハ

ロ

万

　．
九

九．
八

年

（4｝
九
段

（3）
ま1．
段

 
十
七
段

個
十
九
段

納

二

十
五
段

 
四

十
一

段

翻
四

十
七
段

醐
困
十
八
段

曲
五

圭
一

段

働
六

十
九
段

働
七

十
六

段

碣
八

影
段

 
八

十．
一

段

鬮
八

十
三

段

仕 
八

卜
四

段

 
八

十
七
段

醐
八

十
八

段

 
九

十
七
段

 
九

十
九
段

 
百
三

段

 
百
六
段

  ．
百
七
段

鑞

入
し

れ

ぬ

　
　
エ

ーー

カ

ら

こ

ろ

も

粗

名
に

し

お
は

ば

63
け
ふ

こ

す
ば

襴

ゆ
き
か

え

り

覦

秋
の

の

に

棚

む

ら

さ

き

の

窟

お

ほ

ぬ

さ

と

驪

今
そ

し

る

嬲

う

ゑ

し

う

ゑ

ば

鰯

か

き
く
ら

す

跚

お

ほ

は

ら

や

齠
ぬ

れ
つ

丶

ぞ

53
世
の

中
に

（

た

え

て
）

き
　

ユ

4ー
カ

き
く
ら

し

緲

あ

か

な

く
に

珊

わ

す
れ

て

は

蚓

よ

の

中
に

（

さ

ら

ぬ
）

嬲

ぬ

き
み

だ

る

跚

お
ほ

か

た

は

縛

さ

く
ら

花

粥

み

ず

も
あ
ら

ず

翩

ね

ぬ

る

よ

の

刪

ち

は

や

ぶ

る

弼

あ

さ

み

こ

そ

14

欟
百
二

十
三

段

  ．
白｝
、

十
五

段

篇

か

ず
か

ず
に

鼎

と

し

を
へ

て

鑞
つ

ひ

に

ゆ

く

　

『

勢
語
」

百
二

十
五

段
の

う

ち、

右
の

二

卜
六

段
の

登

場
人
物
の

詠
が

業
平
と

記
名
し

て

三

ト
首
（

春
3
・

秋
2
・

賀
1
・

覊
旅
3
・

恋
2
・

哀
傷
1
・

雑
9

）

『

古
今
集
』

に

収
録
さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る．．

こ

の

三

十
首
の

内、

 
詞

書
を

も

た

ぬ

も
の

は
、

翻

跚

の

わ
ず

か．
一
首
の

み

で

あ
り

、

 
他
は

詞
書
を

も
つ

他
人
の

歌
へ

の

返
歌
（

5263

饂

鵬

胼

馴
）

、

ま

た

は
、

 
一

首
に

す
べ

て

の

詞
書
を
有
し

（

塒

躙

蹲

粥

鰯

爾

渕

跚

舘

刪

鰡

腑
）

、

し
か

も
時
と

し

て
、

 
異
例
に

長
大
な

も
の

（
 

10027G
111347至

446

ワ

ー

9
）

で

あ

る
。

そ

し

て

そ

れ
ら

は
、

四
首
の

例

外
（

脳

櫑

鵬

瞰
）

を
除
い

て
、

す
べ

て

『

勢
語
』

の

内
容
に

酷
似

す

る

も
の

で

あ

る
。

『

古
今

集
』

に

と

ら

れ

た

業
平
歌
の

特
徴
は

、

大
略
こ

の

四

通
り
で

あ

る
。

そ

こ

で
、

『

占
今

集
』

と

『

勢
語
』

と

の

先
行
関
係
で

あ
る

が、

両
者
は

諸
伝
本
の

多
量
な

る

点
に

お
い

て
、

同
時
代
の

作
晶
中、

群
を
抜
く

も

の

で

あ
り

、

ま

た

諸
本
相
互
に

異
同

を

示
し
、

た

め

に

漫
然
と

し

た

比
較
を

も
っ

て、

そ
の

先
後
を
…

方
的
に

断
定
す

る

こ

と

は

ま

ず
不
可
能
で

あ
る

。

し

か

し
、

こ

の

問
題
を

考
察
す

る

に

先
立
っ

て
、

次
の

よ

う

な

こ

と

は
一

応
念
頭
に

置
く

べ

き
で

あ

ろ

う
。

す

な

わ

ち
、

契
冲
が

『

勢
語
臆
断
』

の

「

総
説
」

に

注
意
す
る

「

此

の

物
語
（
引

用
者

注

『

勢
語
』

）

と

古

今
集
と

相
違
の

事
有
り

。

彼
は

勅
撰
集
な

れ

ば

た

し

か

に

て
、

こ

れ

は

物
語
な

れ

ば

筆
に

ま

か

せ

た

る

事
有
べ

し
」

と

い

う
一

節
は

、

瓶

確
に

は

こ

う

も、
は
っ

き

り

と

言
い

切
る

こ

と

は

で

き
な

い

に

し
て

も
、

一

方
は

「

勅
撰

集
」

で

あ
り

、

他

方

は

物
語、

あ

る

い

は

家
の

集
で

あ
っ

た

と

い

う
こ

と

く
ら

い

は、

別
次
元
の

も
の

と

し

て、

は

じ

め

か

ら

分
け

て

考
え

て

お

か

ね

ば
な

ら

な

い

だ

ろ

う
。

つ

ま

り
、

天
皇
に

よ
っ

て

威
厳
づ

け
ら

れ

た

勅
撰
集
と
、

私

的
な、

作
者
も

、

題
号
も

、

成
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立

年
代
も

、

つ

ま

び

ら

か

で

な

い

所
謂
物
語
と

は
、

作
品
そ

の

も
の

の

価
値
に

対

し
て

と

い

う

よ

り

も
、

享
受
そ

の

も
の

の

態
度
が
全
く
異
な
っ

て

い

た

と
い

う

事

実
で

あ
る

。

し

か

も
、

そ

う
し
た

事
情
は

、

は

や

く
も
『

枕
草
子
』

の

記

述
に

み

る

こ

と

が

で

き

る
。

す
な

わ

ち、
「

占
今
集
」

が

い

か

に

重

要
視
さ

れ

て

い

た

か

ー
そ

れ

は

近
代
的
な

、

個
人
の

価
値
判
断
的
な

も
の

で

は

な

く
、

権
威
あ
る

こ

と

ば
を
あ

る

種
の

畏
怖
の

念
を

も
っ

て

暗
じ
る
底
の

も
の

で

あ
っ

た

ー
…

は
、

二

十
三
段
目
Ω 、

春
本
） 、
「

清
涼
殿
の

丑

寅
の

す

み
の

…

…
」

で

は

じ

ま
る

例
の

有

名
な
一

節
に

、

ヴ

ィ

ヴ
ィ

ッ

ド
に

描
出
さ
れ
て

い

る
。

こ

の

段
は

『

枕
草
子
』

の

中
で

も
屈
指
の

長
編
で

あ

る

が
、

そ

の

中
か

ら

目
下
考
察
中
の

部
分
に

該
当
す
る

箇
所
を
指
摘
し

、

便
宜
ヒ
、

五

十
嵐
力
・

岡
一

男
共
著
『

枕
草
子
精
講
』

に

よ
っ

て

こ

の

有
名
な

逸
話
の

要
旨
を

記

す
と

、

　
ー

中
宮
は

『

占
今
集
』

の

歌
の

上

の

句
を

読
ま
れ

、

そ

の

下
の

句
を
憶
え

て

い

る

か

と

お

尋
ね

に

な

る

が
、

一

同
が

お
か

し

い

程
ろ

く
ろ

く

答
え

ら

れ
な

い
。

中

宮
は

こ

れ

に

因
ん

で
、

次
の

話
を
皿

同
に

お

聞
か

せ

に

な

る
。

i
村
上

帝
は

宣

耀
殿
女
御
の

『

古
今
集
」

の

造
詣
の

程
を
試
そ

う
と

、

或
日

几
帳
を

隔
て

て

隠
し

持
た

れ

た

『

古
今
集
』

の

詞
書
だ

け

を
読
ま

れ

て

そ

の

歌
を

お
尋
ね

に

な

る

と
、

女
御
は

、

『

古
A

，

集
』

、
一
十
巻
を
一

首
も
あ

や

ま
た

ず

に

お

答
え
に

な

っ

た
。

宮

中
こ

の

事
が

行
わ

れ

て

い

た

間、

女
御
の

お

里
で

は
、

ど

う

か
間
違
え
ぬ

よ

う

に

と
、

仏
に

祈
る

な

ど

大
騒
ぎ
で

あ
っ

た

ー
。

と

い

う

の

で

あ
る

。

本
文
に

お

け
る

中
宮
の

言
葉
に

は
、

『

古

今
集
』

の

享
受
態

度
の

性
格
に

つ

い

て

の

重
要
な

点
が

い

く
つ

か

含
ま

れ

て

い

る
。

ま
ず

、

上

の

句

を

呈
し

て
、

下
の

句
で

答
え

ら

れ
ぬ
一

同
に

対
し
て

中
宮
は

、

 
「

さ
て

こ

れ

は

皆
知
り
た

る

事
ぞ

か

し
。

な
ど

か

く
つ

た

な
く
は

あ
る

ぞ

と

い

ひ

難
く

」

と

あ

る
。

つ

ま

り、
『

古
今
集
』

を
暗
記
し

て

い

る
こ

と

は

当
時
の

宮
廷
生

活
に

あ
っ

て

は
、

当
然
の

こ

と

と

さ
れ

て

い

た

の

で

あ

る
。

中
宮
は

村
上
帝
の

時
、

『

古

今
集
」

を

『

伊
勢

物
語
」

成
立

私

考
　
　
　

井
上

英
明

暗
じ

て

い

た

宣
耀
殿
の

女
御
の

エ

ピ

ソ

ー

ド

を

語
る

が
、

彼
女
の

父
大
臣
の

娘
に

た

い

す
る
教
育
法
な

る

も
の

を
紹
介
す
る

。

す
な

わ

ち
、

 
「

一

に

は

御
琴
を

習

ひ

た

ま
へ

。

次
に

は

き

ん

の

御
琴
を
い

か

で

人
に

弾
き

ま
さ

ら

む

と

お

ぽ

せ
。

さ

て

古
今
の

歌
二

十
巻
を

皆
う
か

べ

さ

せ

た

ま

は

む
を
御
学
問
に
は

せ

さ
せ

た

ま
へ
」

と
教
え

て

い

る

の

で

あ
る

。

将
来

、

宮
仕
え

す
る

女
性
の

娘
時
の

必
須
教
育
科
目

は

書
道
・

音
楽
に

並
ん

で

『

古
A

，

集
』

全
歌
を

心
に

「

う
か
べ

」

る

こ

と

で

あ
っ

た

こ

と

が

わ

か

る
。

し

か

も
そ

れ

は、
「

御
学
問
」

と

し

て

公
認

さ

れ
た

二

十
巻

を
翫

昏

暗
証

か

を
ひ

ど

が

要
求
さ
れ

て

い

る
。

中
宮
は

さ

ら

に

語
り

続
け

て
、

話

は
宣
耀
殿
の

女
御
に

た

い

す

る

村
上
天
皇
の

テ

ス

ト

風
景
に

及
ぶ

。

天
皇
の

冂

頭

試
問
の

内
容
は

こ

れ
ま

た

注
目
す
べ

き
も

の

が

あ

る
。

す
な

わ
ち

、

 
「

そ
の

年
、

そ

の

月、

何
の

折
、

そ

の

人
の

詠
み

た

る

歌
は

い

か

に
」

と

試
問
す
る

。

こ

れ
は

答
え

る

さ

い

に

「

詞
書
」

と

「

歌
」

と

を
結
び
つ

け

て

正

確
に

記
憶
し

て

い

な

け

れ
ば

出
来
な

い

こ

と

で

あ
る

。

　
か

く
の

ご

と

く
、

『

古
今
集
』

の
一

字
一

句
は、

な

に

よ

り

も
ま

ず

天
子
の

奏

覧
に

供
す
る

最
高
権
威
の

も
の

で

あ

り
、

そ

の

公
的
な
権
威
が

当
時
の

人
々

に

批

判
・

改
変
を
許
さ
ず

、

ま
る

暗
記
を
強
い

た

も

の

と

い

え

る
。

そ

し

て

ま

た

現
存

二

十
巻
本
が、

春
上

下
、

夏
・

秋
上

下
、

冬
・

賀
・

離
別
・

覊
旅
・

物
名
・

恋
．

（

一

−

五
）

哀
傷
・

雑
ヒ

下
・

雑
体
・

大
歌
所
御
歌
と
レ

三

の

部
立

を
も
つ

こ

と

を

考
え

る

と、

成
立

当
初
の

も
の

も

二

度
の

勅
に

よ
っ

て、

今
日

見
る

も

の

と
、

さ

ほ

ど

た

が

わ

ぬ

組
織
に

整
然
と

分
類
さ

れ

て

い

た

で

あ

ろ

う

し
、

特
に

延
喜
の

頃
の

『

古
今
集
』

は

二

十
巻
の

巻
子
本
で

あ

ろ

う

と

い

わ

れ
て

い

る
こ

と

か

ら

も
、

転
写
流
布
の

間
に

全
体
の

配
列
組
織
を
大
は

ば

に

移
動
さ

せ

る

こ

と

な
ど

は、

ま

ず
な

か

っ

た

と
み

る
べ

き

で

あ
ろ
う

。

し

た

が
っ

て

『

枕
草
子
』

の

描
く
 
 
 

を
こ

れ

と

勘
合
す

る

時
、

『

古
A

，

集
」

諸
伝
本
間
の

本
文
の

異
同
は

誤
写
と

み

る

べ

き
で

あ

り、

こ

れ
を
読

者
の

加
筆
・

改
竄
に

よ

る

流
転
生
成
の

相
で

と

ら

え

て15
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…
明

星
大
学
研
究
如仙
要
【
日

本・
乂

化
学

部

∴．
歯

胤

鯨
乂

化
昂
†

科
｝

第」
ハ

嫉

勹

　

九
九

八
加
＋

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

1

は

な

ら

な

い

で

あ

ろ

う
。

　

と

こ

ろ

が、
『

勢
語
」

の

方
は

、

崗
じ

く
『

枕
草
子
』

に

お

い

て
、

「

あ

や

し

く

い

せ

の

物
語
な
り
や
」

と

い

う
風
な

書
き
方
を
さ

れ
、

一
さ

て

お
か

し

い
、

『

伊
勢

　
　

　

　
　
す

　

き
　

さ

　

た

物
語
』

式
の

好
色
沙
汰
の

便
り
で

も

あ
ろ

う

か
」

（

五
十
嵐
・

岡
『

齣
掲
書
」

）

と

頭
中
将
斎
信
の

消
息
文
を
『

勢
藷
」

の

そ

れ

に

見
立
て

た
、

き
わ

め

て

隠
喩
め

く

言
い

廻
し

で

紹
介
さ
れ
て

い

る。

　

も
う
一

つ
。

「

枕
草
子
』

二

四
八
段
「

わ

ろ

き

も
の

は
」

に
、

「

物
語
こ

そ

悪
し

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
つ

く

　

　
び

と

う

書
き

な

し

つ

れ
ば
、

い

ふ

甲
斐
な

く
、

作
り
人
さ
へ

い

と

ほ

し
け

れ、

な

ほ

す
、

定
本
の

ま

ま

な
ど

書
き
つ

け
た

る
、

い

と

目

惜
し

」

と

あ

る
。

こ

の

一

飾
は

清
少

納
言
の

文
章
観
を

叙
し
た

も
の

で

あ

る

が
、

当
時
に

お

け
る

「 ．
物
語
」

が

す

で

に

転
写
流
布
の

間
に

、

相
当
の

添
削
・

加
筆
が

あ
っ

た

こ

と

を、

問
わ
ず
語
り
に

物

語
っ

て

い

る
。

少
な

く
と

も
そ

の

事
実
が

、

こ

の

鋭
敏
な

『

枕
草
r
』

の

作
者
の

癇
に

触
れ
る

と

こ

ろ

ま

で

き
て

い

た

と

い

う
こ

と

を
、

ま
た

別
の

面
か

ら
証
す
る

も
の

と

い

え

る

の

で

は

あ

る

ま

い

か
。

　

周
知
の

如
く

『

勢
語
』

は…、一
代
集
以
後

、

『

新
古
今
集
』

が

出

現
す

る

ま

で

二

百
年
足
ら

ず
の

間
、

「

勅
撰
集
」

に

は

全
く
採
ら
れ

な
か
っ

た

の

で

あ
る

が
、

こ

の

平
安
中
期
か

ら

末
期
に

か

け

て

の

散
文
文
芸
全
盛
の

時
期
に
、

「

あ

や

し

く
い

せ

の

物
語
」

（

『

源
氏
物
語
」

「

絵
合
」

）

・
「

在
五
が

物
語
（

同

「

総

角
」

）

、

「

中
将

の

集
」

（

『

吏
級
日

記
」

）

。
「

ざ
い

中
将
」

…

…
な

ど

い

ふ

物
語
」

（

同
）

と
、

lI

こ

れ

が

現
行
『

勢
語
』

と
同
冖

の

も
の

か

は

別
と

し
て

ー
と

も
か

く
も

、

「

も

の

が

た

り
民

あ
る

い

は

「

家
の

集
」

と

冒
さ

れ
、

し

か

も
、

か

な

ら

ず

主
人

公

昔
男

、

す

な
わ
ち

、

業
平
の

連
想
を
お

び

て

語
ら

れ、

多
分
に

日

記
的
・
一

代
記

的
な

意
味
に

と

ら

れ
て

、

私
的
な

女
性
作
家
の

問
に

流
布
し
て

い．
た

の

で

あ
る

。

し

た

が
っ

て、

公

的
な

権
威
か

ら

は

程
遠
く、

ー
−

そ

れ

は

隈
な

く
知
ら

れ
た

有

名
な

作
品
で

あ
（．

た

に

も
か

か

わ
ら
ず
　

　
婦
女
子
必
須
の

「．
学
問
」

と

し

て
、

t6

公
の

席
で

そ

ら

ん

じ
る

性
格
の

も

の

で

は

な
・

＼

そ

れ
を
引
き
合
い

に

出
す

と

な

れ
ば

、

多
分
に

隠
楡
的
表
現
を
強
い

ら

れ

た

も

の

で

あ

り、

し
か

も
、

そ

の

形
式

か

ら

し

て
、

自
由
に

内
容
の

付
加

・

改
変

。

書
き
継
ぎ
を
容
易
に

し

た

こ

と

は
、

あ

り
う
る

こ

と

と

し
て

お

か

な

く

て

は

な

ら

な

い
。

「

勢
話
』

が

三゚

代

集
と

同
格

に

列
せ

ら

れ
た

の

は

後
代
に

な
っ

て

か

ら

で
、

し

か
も

、

そ

れ

は

業
平
の

歌
の

功

徳
に

負
う

と

こ

ろ

多
く
、

例
え

ば

『

詠
歌
大
概
』

に

「

常
観
二

念

占
今
之
景
気
一

可
レ

染
レ

心
。

特
可
二

見
習
者一

古
く

了
、

伊
勢
物
語
・

後
撰
・

拾
遺
・

三

十
六

人
集

内
特
上
手
歌
可
レ

懸
シ

心
。

人
丸、

忠
岑

、

伊
勢

、

貫
之、

小

町
等
之
類
」

（
『

歌

学
大
系
」

傍
点
引
用
者
）

と

あ
る

ご

と

く
、

専
ら

歌
道
上

の

認
識
に

と

ど

ま
る

の

で

あ
っ

て
、

物
語
と
し

て

の

「

勢
語
』广

全
体
で

は

な
く

、

歌
も

詞
章
も、

と

も

に

賞
美
さ

れ

だ

し

た

の

は
、

長
明
の

『

無
名
抄
』

あ

た

り

か
ら

で

あ

ろ

う
。

　
か

く
し

て
、

『

古
今
集
』

と
『

勢
語
』

と
は

そ

の

出
発
点
に

お

い

て
、

相

異
な

る

様
式
と
享
受
態
度
と

を

宿
命
的
に

担
わ

さ

れ

た

の

で

あ

る

か

ら
、

そ

の

諸
伝
本

を
操
作
す
る

際
し

て

も、

前
者
を

固
定
的

、

後
者
を
生
成
発
展
の

相
で

考
え

な

く

て

は

な

ら

ず、

こ

れ
を

同
じ

レ
ベ

ル

に

お
く

と
、

両
者
の

本
質
を

と

ら

え

る

こ

と

が

で

き

な

く
な

る

で

あ
ろ

う
。

『

古
今
集
』

か

ら
の

検
討
…
：

異
例
に

長
大
なゴ
「

詢
書
」

に

つ

い

て

　

両
者
が

以
土
の

よ

う
に

、

作
口

 

の

社
会
的
機
能
を

異
に

す

る

と

い

う

前
提
に

立

つ

と、
『

古
今
集
』

に

採
ら

れ
た

業
平
歌
三

十
首
は

、

は

た

し

て
一

首
独
立

し

て

し

か

る
べ

き

場
所
に

配
貴
し

て

あ

る

か

ど

う
か、

さ
ら

に

調
書
は

他
の

そ

れ

に

比

し

て

当
を
得
た

内
容
を
も

つ

も
の

か

ど

う
か
が

、、
『

古
今
集
」

自
体

の

性
格
・

内

容
。

形
態
に

即
し
て

検
討
さ
れ

な

く
て

は

な

ら

な

い
。

　
　

　
　

　
　

　

・

．

そ

こ

で

ま

ず
、

「

異
例
に

長
大
な

詞
書
 

を

も
つ

も
の

か

ら

遂
次
考
え

て

み

る
。
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と

い

う
の

も、

昔
か

ら

指
摘
さ
れ
て

き
た

こ

の

長
大
な

詞
書
を
有
す
る

歌
群
こ

そ
、

依
然
と
し

て

『

古
今
集
』

ー
『

勢
語
』

の

先
後
関
係
を
解
決
す
る

材
料
に

ち
が

い

な

い

か

ら

で

あ
る

。

詞
書
は

「

古
典
大
系
本
」

（

岩
波
）

で

五
行
以
上

の

も
の

で
、

『

古
今
集
』

巻
九
覊
旅
歌
に

三

首
認
め

ら

れ
る

。

（

引
用
文
は

「

岩
波
古
典
大
系
本
」

に

よ

る
。

）

な

お、

異
同
は

久
曽
神
昇
『

古
今
和
歌
集
成
立

論
・

資
料
篇
上
・

中
・

下
三

巻
、

昭

二
二

十
五
刊
』

参
看

。

 
　
あ
づ

ま

の

方
へ

、

と

も
と

す

る

人
ひ

と

り
ふ

た

り
い

ざ
な
い

て

い

き
け
り

。

　
（
ケ
ル

ニ

基

俊

本）

み

か
は

の

く
に

や

つ

は
し

と

い

う
所
に

い

た

れ
り
け

る

に
、

　
そ

の

河
の

ほ

と

り

に

か

き
つ

ば

た
、

い

と
お
も
し

ろ

く
さ
け
り
け
る

を
み

て
、

　

木
の

か

げ
に

お

り
ゐ

て

か

き

つ

ば

た

と

い

ふ

い

つ

も
ち

を
く
の

か

み

に

す
ゑ

　

て
、

た

び
の

心

を
よ

ま

ん

と

て

よ

め

る

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

在
原
業
平
朝
臣

　
　
　
か

ら

こ

ろワ

弸

 
唐
衣
き
つ

つ

な

れ

に

し
つ

ま

し
あ

れ

ば
は

る

ば
る

き

ぬ

る

た

び

を
し

そ

お

も

　
　

ふ

 
（

お
な

じ

ひ

と

コ

兀

永
本
」

・
「

筋
切
本
」

・
「

唐
紙
巻
子
本
」

）

む
さ

し

の

く
に

と
、

　

し
も
つ

ふ

さ

の

く
に

と

の

中
に

あ

る、

す

み

だ
が

は

の

ほ

と

り

に
い

た

り

て
、

　

み

や

こ

の

い

と
こ

ひ

し
う

お

ぼ

え

け

れ
ば

、

し

ば
し

河
の

ほ

と

り

に

お

り

ゐ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　ハ
き
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　ハ
か

なソ

　

て
、

思
ひ

や

れ
ば

か
ぎ
り
な

く
と

を
く
も

き
に

け

る

哉
と

思
ひ

わ

び
て

、

な

　

が
め

を

る

に
、

わ
た

し

も
り

、

は

や

舟
に

の

れ
、

日

も
く
れ
ぬ

と

い

ひ

け

れ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
ロ
き
ゃ

うり

　

ば
、

舟
に

の

り

て

わ

た

ら

ん

と
す
る

に
、

み

な
人
も

の

わ
び
し

く
て

、

京
に

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　ハ
を　

　

お
も
ふ

人
な

き

に

し

も

あ
ら

ず、

さ

る

お

り
に、

し

ろ

き
と

り
の

、

は

し

と

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
げ

る

を

エ
ズ　
ホ

ポ　
ケ

カ

ヲ

き
ぼ

ヰ　

　

あ
し

と

あ
か

き
、

川

の

ほ

と

り
に

あ

そ

び

け

り
。

京
に

は

み

え

ぬ

と
り
な

り

　

け

れ
ば

、

み

な

人
み

し

ら

ず
。

わ

た

し
も
り
に、

こ

れ
は

な

に

ど

り
と

と

ひ

　、
伊
勢

物
語
」

成
立
私

考
　
　
　
井
上

英
明

け
れ
ば

、

こ

れ
な

ん

宮
こ

ど

り
と

い

ひ

け

る

を
き
丶

て

よ

め

る

姐

 
各
に

し

お

は

ば

い

さ
こ

と

と
は

む

宮
こ

ど

り
わ

が

思
ふ

人
有
り
や

な

し

や

と

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
（
か

り

し

に

お

は

し

け

る

と

き
に

人

々

罷
て・．
兀

水

本・
筋
切）

O
こ

れ
た

か

の

み

こ

の

と
も

に
、

か
り
に

ま
か

り

け
る

時
に、

あ

ま

の

か

は

罐
鋤

藤
か

は

の

ほ

と

り
に

お

り
ゐ

て
・

鹸

麗
濫

媒

鱗

寰
つ

い

で

に
、

　

み

こ

の

い

ひ

け
ら

く
、

か

り
し

て

あ

ま

の

か

は

ら

に

い

た

る

と

い

ふ

こ

こ

ろ

　

　

　
　
　

　　マ
マ　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ
ル

　

ヰ

ナ

シワ

　

よ

み

て

さ
か

月
は

さ

せ

と

い

ひ

け
れ
ば
よ

め

る

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

在
原
な

り
ひ

ら

の

朝
臣

鶉

◎
か

り
く
ら

し

た

な

ば

た

つ

め

に

や

ど

か

ら

ん

あ

ま
の

か

は

ら

に

我
は

き
に

け

　

　

り

　

詞
書
 
 
◎
は

そ

れ

ぞ

れ

歌
 
 
◎
の

も
の

と
し

て
、

余
計
な

修
飾
が
め

だ

ち、

物
語
的
な

要
素
の

濃
い

冗

慢
な

も
の

で

あ
る

こ

と

か
ら

、

す

で
に、

契
沖
・

真
淵
．

香
樹
ら

は
い

ず

れ
も

疑
い

を

も
っ

て

論
じ
て

い

る

が
、

 
 
◎
は

多
少
字
句
の

異

同
が

あ
る

に

し

て

も
、

「

元
永
本
」

・
「

筋
切
（

佐
理
本
）

」

・
「

清
輔
本
」

・
「

昭
和
切

（
俊
成
）

」

等、

定
家
以
前
の

諸
伝
本
に

は
、

す
べ

て

同
じ

内
容
及
び

量
を

有
す

る

も
の

が

つ

け
ら

れ
て

い

る
。

し

た

が
っ

て
、

か

か
る

異
例
に

長
大
な

詞
書
は

、

も

と

も
と

存
在
せ

ず
、

「

勢
語
」

に

よ
っ

て

書
き
加
え

ら

れ
た

も
の

だ

と

い

う
説
は

、

先
に

論
じ
た

勅
撰
集
と

い

う
性
格
と

、

そ

れ
を

享
受
し

た

態
度
か

ら

推
定
し

て

不

可
能
で

あ

り、

か
つ

ま

た
そ

の

根
拠
も
な

い
。

そ

こ

で
、

一

応
現
状
の

ま

ま
で

多

少
仔
細
に

検
討
し
て

み

た

い
。

　

 
 
は

、

い

う

ま
で

も
な

く
『

勢
語
』

九
段
の

東
下
り

に

該
当
す

る

も
の

で

あ

る
。

こ

の

 
歌
は

、

な

ぜ

か

か

る
長
い

詞
書
を
要
し

た

か
。

 
歌
の

性
質
を
「

占17
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明
星

大
学

研
究
紀

要
【
日

本
文
化

学
部・
言
語

文
化

学
科
M

第
六目
ヴ

．
九
九

八
年

今
集
』

自
体
に

お

い

て

考
え

て

み

る

と、

詠
み

方
か

ら

し

て

物
の

名
を
詠
み

こ

ん

だ

も
の

で

あ
る

。

し

た

が
つ

て、
「

物
め

名
縣

の

中
で

も、
『

か

き
つ

ば

た
』

と

い

う

五

音
の

物
の

名
を

、

…

音
ず
つ

一

句
の

頭
に

置
い

て
、

し

か
も
旅
の

心

を

詠
む

と

い

う
面
倒
な

条
件
（

窪
田

窒
穂
『

古
今
和
歌
集
評
訳
』）

を

課
す
と

い

う

隈
り

に

お

い

て

の

み
、

こ

の

 
歌
に

た

い

す
る

詞
書
僻
の

役
割
は

尽
き
る
は

ず

で

あ
る

。

詞
書
 
は

体
裁
ヒ
、

そ

こ

に

お

の

ず
か

ら

限
界
が

設
け
ら

れ
て

し

か

る
べ

き

で

あ

る
。

で

は
、

「
物
の

名
」

を
詠
み

こ

ん

だ

歌
の

説
明
と

し

て

し

か

る

べ

き

限

界
を

守
っ

て
、

し

か

も、

意
を

尽
く
し

得
た

詞
書
が

『

古
A

，

集
」

に

存
す
る

で

あ
ろ

う

か
。

巻
第
十
「

物
名
」

の

部
立

に

収
載
さ

れ

た

諸
作
を
閲
す

る

時
、

恰
好
の

例
を

貫
之
の

詠
作
に

お

い

て

見
る

こ

と

が

で

き
る

。

朱
雀
院
の

を
み

な
へ

し
あ
は

せ

の

時
に

、

ト
　

し
　

し
　

し
　

ロ
　

モ
　ド
おロ
　モ
　

モ
　

モ
　

ち
　

へ

く
の

か

し

ら

に

を

き
て

よ

め

る

を

み

な
へ

し

と
い

ふ

い

つ

も
じ

を
、

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
つ

ら

ゆ

き

魏

を
ぐ
ら

山
み

ね

た

ち
な

ら

し

な

く
し
か

の

へ

に

け

ん

秋
を
し

る

人
ぞ

な

き

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　
ロ
ゑビ

　
そ

れ
で

は
、

圃、
歌
は

「

か

き

つ

ば
た

と
い

ふ

い

つ

も

じ

を
く

の

か

し
ら

に

す
へ

て
、

た

び

の

心
を

よ

ま
ん

と

て

よ

め

る
」

と

だ

け
の

詞
書
を
も
っ

て、

な

に

ゆ

え

に

「

物
名
」

の

部
に

載
せ

ら

れ
な

か
っ

た

か

と
い

う
疑
問
が

あ
る

か

も
し

れ
ぬ

が、

す

で

に
こ

れ
だ

け

で

も
隅

単
な

る

五

音
の

折

句
を

い

う

修
辞
上
の

テ

ク

ニ

ッ

ク

（

貫
之
の

場
合）

以
上

の

も
の

を
内
容
と

し

て

い

る

ゆ

え

に
、

こ

れ

を

「

覊
旅
」

の

部
に

収
載
し

て

も
→

向
に

差
し

支
え

な

い

と

思
う．．

そ

こ

で
、

詞
書
（

A
）

は、

「

あ

づ
ま

の

方
へ

」

か

ら
、

「

木
の

か

げ
に

お

り
ゐ

て
「

ま

で

が

余
計
な

も
の

で

あ

り
、

不
臼
然
な

も
の

と

い

う
こ

と
に

な

る
。．

で

は
、

ど

の

よ

う

に

余
計
で

不
自
然

な
の

か
。

こ

の

詞
書
が

紀
氏
め

文
の

秀
抜
に

比

し

て

は

す

こ

ぶ

る

凡
調

、

文
意
さ

18

え

通
じ

か

ね

る

も
の

で
、

け

だ

し
『

勢
語
』

の

竄
入
で

あ
ろ

う

と

力
説
し
た

の

は
、

香
川

景
樹
の

『

正

義
』

で

あ

る

が
、

故
五
十
嵐
力
博
士
も
次
の

ご

と

く

す

で

に

説

か

れ

て

い

る
。

　

「

あ

づ

ま
の

方
へ

友
と

す
る

人
…
…

」

は

歌
の

詞
書
の

書
き
出
し

と

し

て

は
、

　

い

か

に

も
不
似
ム
［

い

で
、

ど

う

し

て

も
「

昔
男
あ
り
け

り
」

と

い

う

前
文
句
の

　

ほ

し
い

と

こ

ろ

で

あ
る

。

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
リ
　
　ロ
　　
の
　
　

り

　

「

：

…

二

人
二

人
い

ざ
な

ひ

て

行
き

け
り

扁

と

切
っ

た

と

こ

ろ

な

ど

は
、

物
語

　

　
　

　

　

　

　
　

　
い

き

　
の

他
の

文
に

於
け

る

息
休
め

の

ピ

リ

オ

ド
の

体
で
、

歌
の

詞
書
と

し

て

は

ど

う

　

し

て

も
受
け
取
れ
ぬ

も

の

で

あ

る
」

（

『

平
安
朝
文
学
史
・

上
』
）

　

　
高
説
従
う
べ

き
で

あ
る

が
、

猶
、

詳
細
を

得
る

た

め

に
、

私
見
を
加
え

れ

ば
、

　
『

古
今．
集
』

の

詞
書
（

左
注
を

除
く

）

に

お

い

て
、

「

誰
そ

れ
が

何
故
そ
こ

に

行
っ

　

て

（

90
の

意
に

眠
る

、

ま
た

は
、

何
故
そ

こ

か

ら

来
て

撫 ．
の

意
に

限
る
）

詠

　
ん

だ

歌
」

と

い

う
形
式
が

非
常
に

多
い

の

で

あ

る

が
、

そ

の

表
現
は

内
裏
を
中

　

心
と

し

て
、

作
者
の

身
分
に

よ

り

次
の

三
つ

に

様
式
に

ほ

ぼ

整
然
と

使
い

分
け

　
ら

れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

す
な

わ

ち、
（

カ
ッ

コ

内
は

『

古
今
集
』

番
号
）

、
→
「

ま
か

る
へ

　
　

例

　
圈
「

秋
立
つ

日

う
へ

の

を
の

こ

ど

も
、

か

も
の

か

は

ら

に

か

は

せ

う

え

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　　　　コ　　　　ド　　
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
ラ

　
　

　

　

　

う
し

け

る

と

も
に

ま

か
り
て

よ
め

る

70

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

0

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　
　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　　ヒ
ウ

　
　

　

　

 
「

人
の

も

と

に

ま

か

れ
婬

け

る
夜
溺

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

く

　
　

　

　

◎
「

寛．
平

の

御
時、

蔵
人
所
の

を
の

こ

ど

も

さ

が

野
に

花
み

と

て

ま

が

　
　

　

　

　

　
　

　

　ヘ
ノ

　
　

　

　

　

リ
け

る

時
嬲

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　　
　　　　　
　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　　　　　
　

モ
ノ

　
　

　

　

鋤
北
山
に

僧
正

へ

ん

ぜ

う
と

た

け
が

り

に

ま

か

れ

り

げ

剰
時
跚

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

（

　
　

　

　

　

（

他、

五
十
八

例

　
本
に

よ

り

「

く
だ

る
」

と

も
）

。

口
「

ま

ゐ

る
」
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一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

日

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
ロ
まロ

例

「

東
宮
の

む
ま

れ

た
ま
へ

り
け

る

時
に

ま

い

り
て
」

謝

　
　
　

（

他
、

元
永
本
鰯
一

例
有
り

）

。

「

お
は

す
」

例
　
 
「

仁
和
の

み

か

ど
、

み

こ

に

お

は

し

ま
し
け
る

時、

ふ

る

の

た

き

御

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　

ラ

　
　
　

覽
ぜ

む
と

て

お
は

し

ま

し

け
る

み
ち

に
」

嬲

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　−
Y
ハ

　
　
 

「

同
右
　

　
ご

ら

ん

じ

に

お

は

し

ま

し
て

謝

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　

く
ラ

　
　
◎

法
皇
に

し

か

は

に

お
は

し

ま
し

た

り
け

る

日
鵬

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　

ラ

　
　

ゆ
「

中
務
の

み

こ

の

…
…

法
皇
御
覽
じ

に

お
は

し

ま
し

た

り
け

り

脚

　
　

 

茱
雀
院
の

み

か

ど

…
お
は

し

ま
し

て

あ

り
け

る
時
に
」

蜘

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
（

　
　
　
（

他
に

例
な

し
）

。

と
、

以
上
の

ご

と
く
で

あ
る

。

9
口
は

天
皇

以
外
の

作
者。

日
は

天
皇
（

法
皇
）

が
作
者
で

あ

る
。

と

こ

ろ

が

興
味
深
い

こ

と

に
、

業
平
歌
の

詞
書
の

み

が、

こ

の

表
現
様
式
を

破
っ

て

い

る

の

で

あ

る
。

（

02713446

門
ー
）

。

そ

こ

で

本
来
な
ら

こ

の

冒
頭

は
、

「

あ

づ

ま

の

方
へ

と

も
と

す

る

人
ひ

と

り
ふ

た

り
…

…

ま

か

り
け

り
」

と

あ

る

べ

き
で

、

そ

う

な

い

の

は

や

は

り
『

勢
語
』

九
段
の

「

む

か
し

お

と

こ

あ

り
け

り
そ

の

お
と

こ

身
を
え

う

な

き
物
に

思
ひ

な

し

て

京
に

は

あ

ら

じ

…

…

あ

づ

ま

の

方
に

す
む
べ

き
く
に

も
と

め

に

と

て

ゆ

き

け

り
も

と

よ

り

友
と

す

る

人
ひ

と
り

ふ

た

り
し

て

い

き
け

り
」

の

語
法

・

調
子
を
『

古
今
集
』

撰
者
が

そ

の

ま

ま

温
存
し

た

と
み

る

他
は

な

い

が
、

い

か

が
で

あ

ろ

う
。

専
家
の

教
示
を
得
た

い
。

因
み

に

『

業
平
集
』

を
参
照
す

る
と

、

「

東
の

か

た

友
た

ち

二

三
人
ば

か
り
さ

そ

ひ

て

ま

か

り
け

る

に
」

（
類
従
本
『

業
平
朝
臣
集
」

）

と

あ
っ

て
、

元
来
は

、

こ

う

あ
る
べ

き

な

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

私
家
集
が

体
を
な

し
、

逆
に

勅
撰
集
が

破
格
を

き
た

し

た
の

は
、

や

は

り
、

撰
者
が

「

勢
語
』

の

文
体
を
捨
て

き
れ

ず
に

い

た

と

い

う

推
測
を
強
め
る

も

の

で

は

な

か

ろ

う
か

。

『
伊
勢
物

語』
成
立

私
考

　
　
　

井
上

英
明

　
次
に
、

「

木
の

か

げ
に

お

り
ゐ

て
」

と

い

う

表
現
は

、

こ

れ

ま

た
、

業
平
歌
の

詞
書
に

の

み

み

ら

れ
る

特
別
な

も

の

で

あ
り

（

他
に

次
の

 

網
に

有
り

） 、

し

か

も
、

こ

こ

で

は
、

ほ

と

ん

ど

不
必
要
の

も

の

で

あ

る
。

つ

ま
り

、

『

勢
語
』

で

は

乾
飯

を
食
う

た

め

に

木
の

か

げ
に

お
り
た

の

で

あ

る

が
、

「

古
今
集
』

で

は

何
の

目
的

で

お

り
た

の

か

が
わ

か

ら

な

い

（

景
樹
『

正

義
」
）

。

類
従
本
『

業
平
集
』

で

は、

「

樹
の

も

と

に

お

り
ゐ

て
」

と

あ
り

、

ま
だ

こ

の

方
が

よ

い
。

し

か

る

に
、

『

勢
語
』

は
「

木
の

か

げ
」

と
な
っ

て

お

り
、

「

か

れ
ひ
」

を
食
う

こ

と
に

な
っ

て

い

る
。

『

古
今
集
』

諸
伝
本
は

現
行
す
べ

て

「

木
の

か

げ
に

…

…
」

と

あ
り

、

「

か

れ
ひ
」

を
食
っ

た

と

は

な
い

の

で

あ

る
。

そ

の

意
味
で

、

香
樹
の

鋭
い

読
み

は
、

今
日

に

お
い

て

も
、

猶、

支
持
さ

れ
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

そ

し

て
、

か

か
る

現

象
は

『

勢
語
』

の

物
語
文
を、

適
宣
に

ダ
イ

ヂ
ェ

ス

ト

し

た

も
の

と

み

る

ほ

か

は

な

い

の

で

あ
る

。

　

と
こ

ろ

で、

既
掲
五

十
嵐
力
博
士

の

指
摘
さ
れ
た

「

行
き
け

り
」

と

切
っ ，
た

の

が
、

「

物
語
の

他
の

文
の

息
休
め

の

ピ

リ

オ
ド
の

体
で

、

歌
の

詞
書
と
し

て

は

ど

う
し

て

も
受
け

取
れ

ぬ
」

と

い

う

考
察
は

、

た

し
か

に

そ

の

通
り

な
の

で
あ

る

が
、

久
曽
神
氏
の

『

占
今
集
成
立

論
』

・
「

資
料
篇
上
中
下
」

三

巻
に

集
大
成
さ

れ

た

諸

伝
本
群
を
検
討
す
る

こ

と
、

こ

の

「

け
り
」

止
め

は
、

諸
本
間
に

か

な

り
の

異
同

を

み

せ
、

も
は

や

こ

れ

の

み

を

も
っ

て
、

業
平
歌
詞
書
の

特
徴
と

す
る

こ

と

は

躊

躇
さ

れ

る

よ

う

に

な
っ

て

き

た
D

い

ま
、

か

り
に

業
平
以

外
の

歌
で

四
行
以

上

（

「

岩
波
古
典
大
系
」

本
）

の

詞
書
を
有
す

る

も
の

を

摘
出
し
て

み

る

と
、

　
42
春
上
・

貫
之

。

嬲

秋
上
・

遍
照

。

躅

秋
下

・

勝
臣

。

描

恋
四
・

興
風

。

撕

哀

傷
・

遍
照

。

跚

哀
傷
・

御
春
有
助

。

跏
・

覦

哀
傷
・

滋
春

。

脚

雑
上
・

ふ

る

い

の

い

ま
み

ち
。

刪

雑
上
・

敏
行

。

脚

雑
上
・

伊
勢、

と

あ
る

が
、

こ

れ

ら
の

ほ

と

ん

ど
が

、

逆
接
・

順
接
の

助
詞
を
つ

ら

ね

て
、

作
者
の

立

場

か

ら
一

気
に

書
き
下
し

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　

　

た

も
の

で、

ピ
リ

オ

ド
が

な

く
、

連
体
形
止
め

で

あ

る。

些
細
な

こ

と

か

も
し

れ19
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明
星

大
学
研
脂
九

紀
要

〔

賑
本
轡

X
化

学
部
・｝一
旨

赧
醐

文
ル
馬

丹
字

科】
恤
弔ト
ハ巳
り

　

⊥
儿

九
八

年

な

い

が
、

こ

の

ピ

リ
オ

ド

の

体
ー

終
止
形

、

す

な
わ

ち
、

「

け

り
」

止
め

の

詞
書

は

僅
か

に

目
下
考
察
中
の

 
悩
に
］

箇
所
ず

つ

出
て

お

り
、

業
平
歌
で

は

他
に

二

箇
所
（

嬲

蜘
）

、

あ

と
は

、

鄰

斷

脚
の

三

箇
所
で
き

計
七
つ

し

か

な

い
。

こ

の

七

つ

の

内
、

四

つ

は

業
平
歌
の

詞
書
で

あ
る

こ

と

か

ら、

や

は

り
、

こ

れ

を
「

物
語

の

息
体
め

の

体
」

と

し

て

主

張
す
る

こ

と

も

可
能
か

も
し

れ
な
い

が、

こ

れ

は

あ

く

ま

で

も
、

流

布
本
の

か

ぎ

り
に

お

い

て

い

え

る

こ

と

で

あ
る

。

し
か

も
、

業
平

以
外
の

三

つ

の

詞
書
に

存
す

る

も
の

で

あ
る

。

そ

こ

で
、

業
平
の

詞
書
か

ら

検
す

る

に
、

 
は

引
用
文
に

示
し

た

ご

と

く、
「

基

俊
本
」

に

「

眺
を

に
 

と

あ
り

、

 
は

「

 
筋
切
（
佐
理

本
ご

に

「

け
る

を
」

・

「

元
永
本
」

に

「

け

る

を
」

（

番
号

は

久
曽
神
氏
の

第
一

次
。

第
二

次
稿
本
ゾ

と
あ

り
、

他
の

業
平
歌
詞
書
で

は
、

覦

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　ほ
おり

「

ひ

ん

が

し

の

五
条
わ

た

り
に

、

人
を

し

り
を
き
て

ま

か

り
か

よ

ひ

け

り
一

が

あ

り
、

こ

れ
は

「
，

元
永
本
」

に

は

「

け

る

を
」

と

な
っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

さ

ら

に

業
平
歌
詞
書
以
外
の

も

の

を

検
す

る

に、

蜥

貞
観
の

御
時
綾
綺
殿
の

ま
つ

に

む
め

の

木
あ
り

け

り
。

西
の

方
秋
歌
上

・

藤

　
原
勝
臣

　
こ

の

「

け
り

」

は

「

六

条
家
本
」

に

は
、

［
，

あ
り
け

る
」

と
あ

り
、

「

元

永
本
」

・

「

筋
切
」

に

は
、

「

あ
り
け

る

が

西
の

方
」

と
あ

り、
笥

雅
俗
山
庄

本
」

上，
静
嘉
堂

本
」

に

は

「

六
条
家
本」

と

同
じ

よ

う
に

あ

る

の

で

あ
っ

て
、

異
同
夥
し

い
。

脚

中
務
の

み

こ

こ

の

家
の

池
に

舟
を

つ

く
り

て
、

お

ろ

し

は

じ

め

て

あ

そ

び

け

　
る

日
、

法
皇
御
覽
じ

に

お
は

し

ま
し

た

り
け
り

。

ゆ

ふ

さ

り

つ

か

た

…

…

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
ホハ
シ

マ

ン

ア

　

こ．
の

「

け

り
」

は

こ

の

通
り
で

あ

る

が
、

「、
建
久
本
甲

」

・
「

寂
恵
本
隔

。

「

永

暦

20

本
」

・
「

伊
達
本
」

な

ど

定
家
以
後
の

も
の

で
、

あ

と

は

す
べ

窃
「

お

は

し

ま

し

て
一

と

あ

る
。

断

深
草
の

み

か

ど

の

御
時
に

、

藏
人
頭
に

よ

る

ひ

る

な

れ
つ

か

う

ま
つ

り
け

る

　
を、

諒
闇
に

な

り
に

け

れ

ば
、

さ

ら

に

世
に

も
ま

じ

ら

ず

し

て
、

ひ

え

の

山

　
に

の

ぼ

り
て

か

し

ら

お

ろ

し
て

け

り
　

遍
照

　
哀
傷

　
こ

の

−

け
り
」

の

み

が
、

目
下、

諸
本
に

異
同
を
み

な

い

唯
一

の

例
外
で

あ

る
。

一

か

し
ら

お

ろ

し

て

け
り

」

と
、

ま
こ

と

に

『

伊
勢
物
語
』

風
の、
文

体
で

あ

る

と

は

い

え

ど

も、
、
業
平
歌
な

ら

ぬ

遍
照

の

詞
書
で

あ

る
。

そ

し

て

ま

た
、

右
の

ご

と

く、
「

け

り
」

止
め

は
、

特
に

第
一

次
本
か

ら

第
四

次
本
に

か

け

て

異
同
を

み

せ

て

い

る

こ

と

か
ら

、

オ

リ

ジ

ナ

ル

に

近
い

詞
書
に

こ

れ

を

期
待
す
る

こ

と

も
一

応

可
能
だ
と

考
え

な

け

れ

ば
な
ら

な
い

。

　
そ

こ

で
、

右
の

「

け

り
」

問
題
は

片
づ

い

た

と

し

て

も
、

A
、

ま

で

述
べ

来
っ

た

ご

と

く
、

詞
諱
 
は

必
要
以
上

に

物
語
的
要
素
を

含
む

事
実
を

認
め

、

そ

れ
が

『

勢
語
」

（

原
璽
）

の

先
行
を

予
想
せ

し

め

る
こ

と

は
、

ほ

ぼ

確
実
ξ
い

え

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か
。

　

次
に

詞
書
側
に

う
つ

る
。

い

う
ま

で

も
な

く
、

 
は、

 
に

連
続
し

て

並
べ

ら

れ
、

「

岩
波
古
典
大
系
本
」

で

実
に

十
一

行、

 
歌
す
な

わ

ち
、

「

名
に

し

お

は

は
」

の

詞
書
と
し

て

必
要
以

上

に

物
語
的
で

あ

る

ば

か

り
で

な

く
、

他
の

詞
書
に

比
し

て

極
度
に

長
く
か
つ

冗

漫
で

あ
り、

内
容
は

現
在
の

『

伊
勢
物
語
』

に

全
く
】

致

す
る

。

輿
は

、

『

勢
語
』

九
段
の

前
半
で

あ
っ

た

が
、

 
は、

そ

の

後
半
で
、

 

懺
の

間
に

、

「

す
る

か

な

る

う
つ

の

山
」

血、
時
し

ら

ぬ

山
は

ふ

し

の

ね
」

の

二

首

を
有
す
る

そ

の

中
間
の

部
分
が

抜
け
た

次
第
で

あ

る
。

　
と

こ

ろ
で

、

 
歌
は

詞

書
 
と

と
も

に、

本
来
な
ら
…

首
独
立
し

て

配

概
さ

れ
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あ

ゆ

て

い

る

筈
で

あ
る

。

し

か

る

に
、

す
で

に

鷲
山
樹
心
氏
が

指
摘
し

て
い

る
ご

と

く
、

こ

の

詞
書
 
の

書
き

出
し

は
、

「

お
な

し

ひ

と
」

と
あ

る

本
が

存
し

、

た

め

に

 

 
の

内
容
に

直
接
に

続
い

て

い

る

こ

と

を
示
し

て

い

る
。

し

か

も
、

そ

う

あ
る

本

は
、

「

元
永
本
」

・
「

筋
切
」

・
「

唐
紙
巻
子
本
」

で

あ
り

、

比

較
的

書
写

年
代
の

古

い

第
二

次
本
と

い

う

こ

と

で

あ

る
。

そ

う

す
れ

ば
、

か

か

る

現
象
は

「

勢
語
』

の

内
容
を

踏
ま
え

て

い

な
い

と
、

で

き

る

も
の

で

は

な

い
。

し

か

し
、

一

歩
ゆ

ず
っ

て
、

こ

の

第
二

次
本
も

所
謂
は

「

流
布
本
」

と

五
十
歩
百
歩
で

、

こ

の

よ

う
な

書

き
出
し

も
、

『

勢
語
』

を
愛
し

た

後
人
の

書
き
加
え

だ

と

す

る
こ

と

も
、

　一

応

考

慮
し

て

お

く
べ

き
で

あ
ろ
う

。

そ

こ

で
、

わ
た

く

し

は

こ

の

「

お
な

し

ひ

と
」

な

る
一

句
は、

元
来

、

存
在
し

な

か
っ

た

も
の

と

仮
定
し

、

し

た

が
っ

て
、

 
 
と

は

関
係
な

く
も
と

も
と

独
立
し

た

も
の

と
し

て

詠
ん

で

み
る

。

そ

う
す
る

と
、

や

は
り
駄
目
押
し

の

矛
盾
が

生
じ
て

来
る

の

で

あ
る

。

す

な
わ
ち

、

先
ず

、

 
 
 

を
み

る

と、
「

と

も
と

す

る

人
ひ

と

り
ふ

た

り

い

さ

な

ひ

て

い

き

け
り
」

と

あ

る

の

で
、

 
歌
は

業
平
が

東
国
流
浪
の

間
に

仲
間
の

中
に

あ
っ

て

詠
ん

だ

も
の

で

あ

り
、

詞
書
 
は

『

勢
語
』

の

「

…
…

友
と

す
る

人
ひ

と

り

ふ

た

り

し

て

い

き

け

り
」

に

共
通
し

た

集
団
的
表
現
を
と
っ

て

い

る
。

と

こ

ろ

が
、

詞
書
 
に

な

る

と
、

『

勢
語
』

と

の

関
係
に

お

い

て

問
題
が

生
じ

て

来
る

の

で

あ
る

。

す

な
わ

ち
、

『

勢

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
ゆ
　

　

　
　
　　
　

語
』

で

は
、

「

…

…

そ

の

河
の

ほ

と

り
に

む

れ

ゐ

て

お

も
ひ

や

れ

は

か

き

り
な

く

と

を
く
も

き
に

け

る

か

な
ど

わ

ひ

あ
へ

る

に
」

と
、

物
語
は

集
団
的
表
現
を
と

り

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
な　
　

つ

つ

辿
ら

れ
る

が
、

『

古
今
集
』

詞
書
 
に

な

る
と

、

「

し

ば

し

河
の

ほ

と

り
に

お

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
ハ
き
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　
　
ゅ

　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

り
ゐ

て
、

思
い

や

れ
は

か
き
り
な

く
と

を
く
も
き

に

け

る

哉
と
思
ひ

わ

ひ

て
、

な

か

め
−

を

る

に
」

と

な
っ

て

い

る
。

『

勢
語
』

の

 
 

、

『

古
今
集
』

詞
書
 
 
 
を

比

較
す
る

時、

後
者
は

少
な

く

と

も
、

単
独
的
表
現
を
と
っ

て

い

る
。

つ

ま
り

、

 
 
の

主

語
は

あ
く
ま

で

も
、

 
歌
の

作
者、

業
平
個
人
以
外
の

も

の

で

は
な

く、

ま
た

、

「

古
今
集
』

は

詞
書
の

立

前
か

ら
、

そ

の

よ

う

な

体
裁
に

整
え

よ

う

と

し

『
伊
勢
物

語
 

成
立

私
考

　
　
　

井
上

英
明

て

い

る

意
図
が

見
て

と

れ

る
。

し

か

し
、

次
に

、

「

わ

た

し

も

り
、

は

や

舟
に

の

れ、

日

も
く
れ

ぬ

と

い

ひ

け

れ

は
、

舟
に

の

り
て
」

と

続
く
の

で

あ

る
。

こ

こ

に

至
っ

て
、

作
者
自
ら

の

立
場
か

ら

 
歌
の

由
縁
を

説
く
単
独
的
表
現
が

、

急

に

集

団
的
な

表
現
に

逆
も
ど

り
す

る

の

で

あ

る
。

「

み

な

人
」

は
、

こ

の

後
も
一

回
出

て

来
る

が
、

要
す
る

に

「

み

な

人
」

と

は
一

体
誰
な

の

か
、

ま
た

作
者
と

い

か

な

る
関
係
に

あ

る

の

か
、

こ

の

 
 
一

首
単
独
で

は

説
明
で

き

な

い

し
、

ま

た
、

ω

歌
の

詞
書
と

し

て

「

み

な

人
」

を

出
し

て

来
る

必
然

性
は

い

さ

さ
か

も

な

い
。

と

こ

ろ

が
、

『

勢
語
』

九
段
の

内
容
を
承
知
し
て

い

れ
ば

、

か

く

の

ご

と

き
矛
盾
は

暗
黙
の

う
ち
に

解
消
す
る

。

し

た

が
っ

て
、

こ

の

「

み

な

人
」

を

矛
盾
な

く

登
場

さ
せ

、

読
者
も
矛
盾
な

く
理
解
し

得
た

と

い

う
事
実
は

（

諸
本
に

脱
落
は

み

あ

た

ら

な

い
。

）

、

 
 
が

、

当
然

、

こ

の

前
の

 
 
か

ら
連
続
す
る

同
一

の

内
容
の

展

開
だ

と
し
て

配
置
し

、

読
者
も
そ

の

よ

う

に

読
ん

だ

の

で

は

な

か

ろ

う
か
。

そ

う

す
る

と、
「

み

な

人
」

は
、

 
の

「

と

も
す
る

人
ひ

と

り

ふ

た

り
…

…
」

と

同
一

人
物
と
な
る

の

で

あ

る
。

か

く
し

て、

既
述
の

 
冒
頭

、

「

お

な

し

ひ

と
」

と

す

る

諸
本
の

存
在
の

必
然
性
も
理
解
で

き

る

よ

う
で

あ

る
。

 
↓
 
の

展
開
を
『

勢

語
」

に

つ

い

て

み

る

と
、

 
が

『

勢
語
」

を

杜
撰
に

ア

ブ

リ
ッ

ジ

ド

し

た

ら

し

い

こ

と

は、

以
上
の

こ

と

か

ら

明
ら

か
で

あ

ろ

う
。

ま

た
、

こ

こ

に

み

ら

れ

る

「

お

り

ゐ

て
」

な

る

表
現
が

、

業
平
歌
独
自
の

も

の

で

あ

り
、

そ

れ
が

『

勢
語
』

に

の

み
一

致
す
る

も
の

で

あ

る

こ

と

は
、

前
回
と

同
断
で

あ

る
。

　

次
に

詞
書
◎
を
検
討
す
る

。

　

こ

の

書
き
出
し

か

ら

し

て、

す
で

に

い

く
つ

か

の

問
題
が

存
す

る
。

先
ず

、

流

布
本
で

は
、

「

こ

れ

た

か

の

み

こ

の

も
と

に、

か
り
に

ま
か

り
け

る

時
に
」

と

あ

る

が
、

こ

れ
と

同
型
の

詞
書
を

他
に

検
す
れ

ば
、

春
下
の

、

「

う
り
む

ゐ

ん

の

み

　
　
ロ
と

も
ぽ
せ

ダ

ヰ　

こ

の

も

と

に
、

花
見
に

き
た

山
の

辺

に

ま
か

れ
り
け

る

時
に
」

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

そ

せ

い
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明
星
大

学
研

究
紀
要

【

臓
本

文
化
学

郭

二．
塁而
文
化

学
科
】

第
六

号
　．
九
九

八

年

95
い

ざ

け

ふ

は

春
の・
田

辺
に

ま

じ

り

な
ん・
…
：

が
、

最
も

そ

の

内
容
形
態
に

お

い

て

類
似
す

る

も
の

で

あ
る

。

し

か
る

に
、

両
者

を
微
細
に

比
較
す

る

と
、

後
者
で

は

作
者
素
性
法
師
が

常
康
親
至

の

供
に

（

許
に
）

北
山
の

桜
狩
り

に

出
か

け

た

意
で、
「

ま

か
り
け

る
」

の

理

由
及

び

目
的
が

分
明

に

記
さ

れ、

意
を
尽
く
得
て

、

か

つ

諸
本
に

異
同
を
み

な

い

の

で

あ

る
。

覊
旅
歌

の

詞
書
と

し

て
、

典
型
的
な

も

の

と

い

う

こ

と
が

で

き
よ

う
。

と

こ

ろ
が

、

簡
者

、

業
平
の

詞
書
は

、

文
脈
の

全
く
相
異
な

る

も
の

が

存
す
る

の

で

あ

る
。

す
な

わ

ち
、

「

元
永
本
」

。

「

筋
切
（

佐
理
本
ご

な

ど

第．
一
次
本
と
い

わ

れ
る

も

の

で

は、

惟
喬

親
王
が

、

「

か

り
に

お

は

し

け

る
時

、

人
々

ま
か

り
て
」

と

あ

る
。

「

お
は

し

け
る

」

と

い

う
敬
語
は

、

先
に

論
じ

た

ご

と

く、

天
皇
・

法
皇
・

皇

后
に

の

み

用
い

ら

れ

て

い

る

の

で

あ
っ

て
、

例
え

ば
か

っ

て
、

武
田

宗
俊
氏、

鷲
山
樹
心
氏
な

ど
も
こ

れ

を

指
摘
し

て
、

立

論
の

根
拠
と

さ

れ
た

の

で

あ
る

。

で

あ
る

か

ら、

わ

れ
わ

れ

は

か
か

る

事
態
の

出
来
の

由
来
を

、

『

勢
語
嘸

先

行
と

い

う

事
実
に

求
め

、

こ

れ

を

『

勢
語
」

本
文
で

説
明
す

る

他
な

い

の

で

あ
る
。

す
な

わ

ち、

八
レ

ニ

段
、

　
・，
む

か

し

こ

れ
た

か

の

み

こ

と
中
す

み

こ

お

は

し

ま

し

け
り

山
さ

き
の

あ

な

た

に

み

な

せ

と

い

ふ

所
に

宮
あ

り

け
り
年
こ

と

の

さ

く
ら

の

花
さ
か

り
に

は

そ

の

宮

へ

な

む

お
は

し

ま

し

け

る

そ

の

時
の

右
の

む

ま

の

か

み

な

り
け

る

入
を
つ

ね

に

ゐ

て

お

は

し

ま

し

け
り

」

と

い

っ

た

文
脈
を
温
存
し
、

こ

れ

に

引
き
ず

ら
れ

て

い

る

こ

と

が
、

「

元

永
本
」

∴

筋
切

（

佐
理
本
）

」

に

お
い

て

推
察
す

る

こ

と
が

で

き
る

の

で

は

な

か

ろ

う

か
。

　

次
に

問
題
と

な

る

点
は

、

こ

の

詞．
書
◎
を

覊
旅
歌
の

部
』

上

に

お

い

て

眺
め

る

と
、

他
に

比
し

て
、

い

さ

さ
か

当
を
得
な

い

も
の

で

あ

る

と

い

う
気
が

す

る
。

す

な

わ

ち、
「

覊
旅
の

部
に

お
け
る

他
の

詞
書
を

み

る
と

、

22

「
も
ろ

こ

し
に

て
」

描

「

お
き

の

く
に

に

な

が

さ

れ

る

時
に

…
…

」

類

「

あ

づ

ま
の

方
よ

り
京
へ

ま

う

で

く

と

て

…
：

二

鎚

…，
こ

し

の

く
に
へ

ま

か

り

け

る

時
：

：
：

」

粥

「

あ

づ

ま
へ

ま

か

り

け

る

時
…
…

」

邯

「

か

ひ

の

く
に

へ

ま

か

り

け

る

時
…
…

」

描

「

た

ち
ま

の

く
に

の

ゆ
へ

ま
か

り

け
る

時
…
…

」

柳

　
　
（

他
に

二

首
あ

り
。

鵬

姻
。

こ

れ
は

「

題
し

ら

ず
」

）

と

あ

る

ご

と

く
、

冒
頭
に

地
名
を

持
ち

出
す
の

が
、

そ

の

特
徴
で

あ

る
。

香
樹
は

『

正

義
』

に

お

い

て
、

す
で

に

こ

の

点
を

携
摘
し、

こ

の

詞

書
◎

も

例
え

ば
、

覊

旅
歌
の

最
後
か

ら

二

番
日
の

卿

の

詞
書、

朱
雀
院
の

な

ら

に

お

は

し

ま
し

け

る
時
に

、

た

む
け

山
に

て

よ

み

け

る

と
同
じ

形
式
で

書
く
べ

き
だ

と

主
張
し
、

「

あ

ま

の

か

は

と
い

ふ

所
の

か

は

の

ほ

と

り
に

お

り
ゐ

て
臨

以
下
は

、

「

長
々

し

き
事
と

も

皆
歌
の

う
へ

に

よ

う

な

く
た
丶

歌
語
を
う
つ

し

か

け

る

も

の

か

ら

ま
た

物
語
と

も
違
ひ

て

む
け

に

文
の

拙
き

を
見

る

べ

し
」

愈、
正
義
』）

と

極
め
つ

け

て

い

る

が
、

「

む

け

に

文
の

拙
き

云
々
」

は

と

も
か

く
と

し

て
、

香
樹
の

批
評
は

き
わ

め

て

個
性
的
な

激
し

い

も

の

で

あ

る

に

も

か

か
わ
ら

ず、

猶、

今
日

に

お

い

て

『

勢
語
』

成
立

論
に

転
用
し

て

妥
当
性
を
失

わ

な

い
。

つ

い

で

に
、

「

お

り
ゐ

て
」

は

業
平
歌
の

「

詞
書
」

に

の

み
、

み

ら

れ

る

も
の

で
、

や

は

り
、

こ

こ

◎
に

も

存
す

る

こ

と

に

注
意
し

て

お

こ

う
。

　

『

占
今
集
」

「

覊
旅
」

は

こ

の

◎
螂

歌
の

返
し

と

し

て
、

次
の

如
き

詞
書
を
付

　

　

　

　
　

　

　

　
ゆ

ゆ

載
す
る

。

流
布
本
で

は、
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み

こ

こ

の

う
た

を
返
す
か
へ

す
よ

み
つ

つ

返
し

え

せ

ず
な

り
に

け

れ

ば
、

と
も

に

侍
り
て

よ

め

る

鵬

ひ

と
と

せ

に

ひ

と
た

び
き
ま

す

…
…

き

の

あ
り

つ

ね

　
景
樹
が

『

正

義
』

で
、

「

此
端
書
も
と

ら

れ
ぬ

事
上

に

同
じ

ロ
バ

返
し

と

か

と

あ

り
け

る

か
へ

し

と

か

あ
り
つ

ら

ん
」

と
言
う

ご

と

く
、

事
実
上

、

返
し

歌
で

あ

り

な

が

ら
、

な

お
、

物
語
の

連
続
を
彷
彿
さ

せ

る

た

め
、

こ

の

よ
う

な

長
い

詞
書
と

な
っ

た

の

で

あ

ろ

う
。

そ

の

こ

と

は

こ

の

返
し

の

文
を、

他
の

例
に

つ

い

て

検
討

す
れ
ば

納
得
さ

せ

ら

れ
る

こ

と
で

あ

る。

の

「

返
し

…
…

」

十
三
例
（

577657735152427545038801774456677779999

）

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

ラ

∩冖
「

よ

め

り
け

る

返
し

」

…

…
一

例
跚

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

く

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　

　

日
「

か

の

女
に

か

は

り
て

返
し

に

よ

め
る
」

：

…

二

例
鎚

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
く

 
「

返
し

、

う
ね

め

の

た

て

ま

つ

れ
る
」

…

…
一

例
 

　
（
そ

の

他、
「

左
注
」

と

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

く
　

　

　
　

　

　
　

ラ

し

て
、

こ

の

哥
は
返
し

に

よ

み

て

た

て

ま

つ

り
け
る

と

な

む
」

糊

と

い

う
一

例
が

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

（

あ
る

。

）

　

景
樹
に

従
え

ば、

こ

こ

は

e
か

口
か

で

あ
る
べ

き
な

の

で

あ

る

が
、

百
歩
讓

っ

て
、

せ

め

て

日

四
の

形
式
に

と

ど
め

て

お
く
べ

き
で

あ
っ

た

ろ

う
。

し

る

に
、

右

瓣

有
常
歌
の

詞
書
は

日
口
口
四
の

い

ず

れ
も

属
さ

ぬ

独
得
の

も
の

と

な
っ

た
。

わ

れ
わ

れ
は

こ

こ

に

お

い

て

も
『

勢
語
』

の

「

み

こ

う

た

を
返
々

す

し

た

ま

う

て

返

し

え

し
た

ま

は

す

き
の

あ

あ
つ

ね
御
と

も
に

つ

か
う

ま
つ

れ

り
そ

れ

か
返
し
」

と

い

う
一

節
が

原
拠
と

な
っ

て

い

る

考
え

ざ
る

を

え
な

い
、

さ

て

次
に

惟
喬
親
王

に

関
す
る

業
平
歌
で
、

異
例
に

長
大
な

詞
書
を
有
す

る

も

『

伊
勢
物
語
』

成
立

私
考

　

　
　

井
上

英
明

の

が

あ

る
。

　
『

古
今
集
』

雑
下
に

、

 
こ

れ

た

か

の

み

こ

の

も

と

に

ま

か

り
か

よ
ひ

け

る

を、

か

し

ら

お

ろ
し

て
、

を

　
の

と

い

ふ

所
に

侍
り

唹

扉
嚼
瑚）

正

月
に

と

ぶ

ら

は

む

と

て

ま

か

り
た

り
け

る
に、

　
ひ

え

の

山
の

ふ

も

と

な

り
け
れ
ば、

ゆ

き
い

と
ふ

か
か

り

け

り
。

（

け

れ

は

清
輔

　
本、

け
る

に

志
賀
須
賀
本、

け

る

を
本
阿
弥
切、

け

れ

と

も

基
俊
本
）

し

ひ

て

か

の

む
う

　
に

ま

か

り
い

た

り
て

、

羅
が

み

け

る

に
、

つ

れ

づ

れ

と

し

て
、

い

と
も
の

が

な

　ハ
つ

コ
　

ホ　
　ロ
あ

サ

　り

　
し

く

て
、

か
へ

り

ま
う

で

き
て

よ

み

て

お
く

り

け
る

 
脚

わ

す
れ
て

は

ゆ

め

か

と

そ

思
ふ

お
も
ひ

き

や

ゆ
き

ふ

ふ

み

わ

け

て

君
を

み

ん

　
と
は

　
「

ゆ

き
い

と

ふ

か

か

り
げ．
刎

」

が
、

右
に

示
し

た

ご

と

く
、

清
輔
本
を
は

じ

め

と

す
る

古
本
系
に

異
同
を

み

せ

て

い

る
こ

と
は

、

 
 
の

場
合
と

同
様
で

あ

る

が
、

そ

れ

に

し

て

も
、

 
は

「

岩
波
古
典
大
系
本
」

で

七
行
に

達
す
る

長
大
な

も
の

で
、

し

か

も
、

『

勢
語
』

八
十
三

段
の
一

部
に

酷
似
す

る

も
の

で

あ
る

。

と

こ

ろ

が
、

酷
似
は

し

て

い

て

も
、

こ

の

詞
書
◎
は

八

十
三

段
を
知

っ

て

い

な

け
れ

ば、

文
意

の

通
じ
か

ね

る

と

こ

ろ

が

あ
り、

詞
書
と

し

て

著
し

く
不
備
な

も

の

で

あ
る

。

こ

れ
に
つ

い

て

は

次
の

よ

う

な

意
見
が

あ

る
。

1
「

か

し

ら

お
ろ

し

て
」

。

「

小
野
と

い

ふ

所
に
」

・

「

つ

れ
づ

れ

と

し

て
、

い

と

も
の

が

な

し

く
て
」

等
は

、

主
語
が

誰
で

あ

る

か

は
っ

き

り

せ

ず
、

予
め

人
物
の

関
係
等
を
知
っ

て

い

な

く

て

は
、

正

し

く
理

解
す
る

こ

と

が

出
来
な

い
。

悪
文
と

い

っ

て

も
よ
い

で

あ
ろ

う
。

こ

れ
は

古
今
集
の

不
完
全
な

文
を
も
と

て

し

て

伊
勢

物
語
が

修
正

し

た

も
の

で

あ
ろ

う
か
。

そ

う

は

考
え

ら

れ
な

い
。

古
今
集
題
詞
の

作
者
が
、

独
立

し

て

文
を

作
っ

た

な

ら

決
し

て

こ

ん

な

悪
文
は

出
来
な

か
っ

た

で23
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明

星
大
学

研
究
紀

要
四

日

本
文
化

学
部

毒擺
語

文
化
学

科】
第
六

写

．
λ

九
八
年

あ
ろ

う
。

−

i
中
略・
ー−−
伊
勢
物
語
の

文

章
の

敬
語
を
省
い

て
、

普
通

体
に

書
き

か

え

た

か

ら、

分
か

り

に

く
く

な
っ

た

の

で

あ

る
。

−

：
3

武
田
宗
俊
「

物
語
の

発

生

に

つ

い

て
』

q
文

学杁

昭

∴一｝
十
二
・
五）

。

　

ま

さ

に

武
田

氏
説
の

通
り
で

、

こ

の

点
に

関
し

て

は
、

す
で

に

香
川
景
樹
が

『

正

義
』

で
、

「

ま
か

り

通
ひ

け

る

を

頭
お
ろ

し

て

小
野
と

云

所
に

侍
り

け

る

に

云
々

と

い

へ

ば
其
の

ま

か

り
か

よ

ひ

つ

る

業
平
の

か

し

ら

お

ろ

し

て

小

野
に

あ

り
け

る

や

う

に

も
ふ

と

は

聞
ゆ

る

か

き
さ

ま
也
」

と

注
意
し
て

い

る

し
、

ま

た
、

「

つ

れ

づ

れ

と

し

て

い

と

も
の

か

な

し

く
」

に

つ

い

て

も、

こ

う
あ

れ

ば
、

「

皆
と

ふ

ら

へ

る

朝
臣
の

ヒ

に

専
ら

か

か

れ

る

也
」 、
（
傍
点
引
用
者
）

と

指
摘
し

て

い

る
。

し

た

が
っ

て

武
田

氏
の

新
説
で

は

な

い

が
、

わ

れ

わ
れ
も

ま

た

景
樹
・

武
田

宗
俊
氏

の

論
旨
を
全、
面

的
に

首
欝
す
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

こ

の

詞
書
◎
に

は
、

す
で

に

『

勢
語
』

八

十
三

段
が

先
行
し

て

い

た

も

の

と

考
え

た

い
。

　

「

異
例
に

長
大
な

詞
書
」

と

し

て

残
る

も

の

は

覦

鬻

の、
一
つ

で

あ

る
。

い

ず

れ

も

巻
十
三

恋
歌
に

載
せ

ら

れ

て

い

る
。

 
（

む
か

し

（

昔
）

「

大

江

切
」

「

元
永
本
し

ひ

ん

か

し

の

五
条
わ

た

り
に
、

人
を

し

　

　
｛
お）
　

　

　

「
ナ

シ

大
疵

切）
　

　

　
　

　〔
け

る

を

元

永

本軍

　

り
を
き
て

ま
か

り

か

よ

ひ

け

る
。

し

の

び

な

る

所
な

り
け

れ

ば
、

か

と
よ

リ

　
ハ
し

も

ぜ

　
ボげ
ロ
はい
ら

で

たヒ
ホ

ぶセ

　

も
え

い

ら

で、

か

き
の

く
つ

れ

よ゚

り
か

よ

ひ

け

る

を、

た

び

か
さ
な

り
け

れ
ば、

　

か

ど

よ

り
し

も
え

い

ら

で
、

か

き

の

く
つ

れ

よ

り

か

よ

ひ

け

る

を、

た

び

か

さ

　

な

り

け

れ

ば、

あ

る

じ
き
＼

つ

け

て

か

の

道
に

よ

ご

と

に

人
を

ふ

せ

て

ま

も
ら

　

す

れ
ば
、

い

き

け

れ
ど

え

あ

は

で

の

み

か

へ

り

て
、

よ

み

て

や

り

け

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

り
ひ

ら

朝
臣

画
隴

人
し

れ

ぬ

わ

が

か

よ

ひ

ち

の

せ

き
も

り
は

よ

嗣
よ

が

ご

と

に

う

ち

も
ね

な

な

　

ん

24

 
五

条
の

き
さ
い

の

宮
の

に

し

の

た

い

に

す

み

け

る

人
に
、

ほ

い

に

は

あ

ら

で

も

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ん

を

ま
ゆ
ポソ

　

の

い

ひ

わ

た

り
け

る

を
、

む
月
の

と

を
か

あ

ま

り
に

な

ん
、

ほ

か
へ

か

く
れ

に

　

　

　

　

　

　

　

　
の
き

け

こ

も

ちのれ
ヰし

　

け

る．．

あ
り
所
は

き
丶

け

れ

ど
、

え

も
の

い

は

で

又
の

と

し

の

春
、

む

め

の

花

　

さ
か

り
に

月
の

お
も
し
ろ

か

り
け
る

よ
る
こ

ぞ

を

こ

ひ

て、

か

の

に

し

の

た

い

　

に

い

き

て
、

月
の

か

た

ぶ

く

ま
で

、

あ

ば

ら

な

る

い

た

じ

き
に

ふ

せ

り
て

よ

め

　

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

在
原
な

り

ひ

ら

朝
臣

の
川

月
や

あ
ら

ぬ

春
や

昔
の

春
な

ら

ぬ

我
が

身
ひ

と

つ

は

も

と

の

身
に

し

て

　

 
励

両
詞
書
は

前
同
と

同
じ

く
長
大
な

も

の

で

あ
り
、

い

ず

れ

も

『

伊

勢
物

語
」

の

書
き
改
め

で
、

特
に

囘
 
両
歌
が

『

古

今
集
』

の

配
列
次
第
か

ら
一

に

問

題
知
ら

ず
」

と

あ

る
べ

く
主

張
す

る

考
え

に

は、

や

は

り

同
意
せ

ざ
る

を
え

な

い
。

香
川
景
樹
の

説
で

あ

る．、

暴
樹
が

「

正
義
』

で

詳
細
に

論

じ
て

い

る

が
、

今
、

繁
を
避
け

詳
説
す

る

こ

と
を

須
い

な

い
。

た

だ
、

鷲
山
樹
心
氏
が

す

で

に

指
摘

し

　

　

　

　

　

　

　

　

ぽ

ゆ

て

い

る

こ

と

で

あ

る

が
、

こ

の

 

冒
頭
が

「

大
江

切
」

・
「

元

永
本」
・

「

六
条
家
本
」

な

ど

の

占
本
系
の

本
で

は
、

「

昔
」

・
「

む
か

し
」

と

あ
っ

て、

な

お

さ

ら

『

伊

勢

物
語
』

を

予
想
せ

し

め

る

こ

と

は

注

意
す
べ

き

こ

と

で

あ

ろ

う
。

　

伊
に

つ

い

て

も
ほ

ぼ

同
様
の

こ

と

が

い

え

る
。

そ

こ

で、

こ

の

 
は

目
下、

考

察
中
の

異
例
な

長
大
な

詞
書
の

項
の

終
り
で

あ

る

の

で
、

励

を

論
じ

な

が

ら
、

結

論
と
し

て
、

『

占
今
集
』

撰
者
は、

何
故
か

く
 
 
◎
◎
 
尉
と

長
大
な

詞
書
を

つ

け
た

か

に

つ

い
げ
丶

説
き
及
び

た

く

思
う

。

　

の
歌
は
−

ー・．
「

月
や

あ

ら

ぬ
」

　．
…
−

す
で

に
、

階．
新
古
今
脇

時
代
の

歌
風
を

先

取
り
し

た

余
情
幽
玄
の

詩
的
密
度
の

高
い

絶
唱

で

あ

り
、

か

つ
、

そ

れ

を
説
明
す

る

詞
書
的
も

、

長
す

ぎ
る

も
の

で

あ
る

に

も
か

か

わ

ら

ず、

他
に

比
し

て

格
を

破

る

も
の

で

は

な

い
。

ま

た
、

歌
と

矛
麕
す
る

と

こ

ろ

も

な
い

。

抒
情
と

叙
事
の

混
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融
し

た

『

勢
語
』

諸
段

中
の

自

眉
で

あ
る

。

し

か

し
、

古
本
系
の

う

ち、

最
も
古

い

と

い

わ

れ

る

第
一

次
本
「

基
俊
本
」

に

は
、

「

五
条
の

き

さ
い

の

宮
の

に

し
の

た

い

に

す
み

け
る

人
に

…

…

も
の

い

ひ

わ

た

り
け
る

人
を
」

と

あ
っ

て
、

第
三

人

称
的
表
現
に

傾
き

、

文
意
の

通
じ

か

ね

る

も
の

と
な
っ

て

い

る
。

『

古
今

集
』

の

詞
書
が

、

業
平
歌
を

除
い

て
、

す
べ

て

作
者
の

立
場
か

ら
一

人
称

的
に

書
か

れ

て

い

る

こ

と

は

事
実
で

あ

る

が
、

そ

の

こ

と
を
考
え

合
わ

せ

る

と
、

「

基

俊

本
」

は

明
ら

か

に

『

勢
語
』

の

「

そ

れ

を

ほ

い

に

は

あ

ら

で

心

さ

し

ふ

か

か

り
け

る

ひ

と

ゆ

き

と
ふ

ら

ひ

け
る

を
」

と

い

っ

た

第
三

称
的
表
現
の

文
脈
を
整
理
し

か

ね

た

痕

跡
を

と
ど

め

て

い

る

と

い

え
る

の

で

は

な

か

ろ

う

か
。

　

以
ヒ
、

わ

れ
わ
れ

は

業
平
歌
の

詞
書
の

「

異
例
に

長
大
な

も
の
」

の

性
格
を
検

討
し

、

そ

の

結
果

、

こ

れ

ら
は

す
べ

て

『

古
今
集
」

編
纂
の

折
り
に

、

す
で

に

存

在
し

た

の

で

は

な
い

か

と

い

う

予
想
に

導
か

れ
る

の

で

あ
る

。

そ

し

て
、

そ

れ

ら

が

殆
ど

「

勢
語
』

と

同
一

の

内
容
を
有
す
る

の

は
、

恐
ら

く
撰
者
の
一

人

貫
之
が

少
年
時
代
か

ら
、

先
輩
と

し
て

特
別
の

敬
愛
を
い

だ

い

た

業
平
の

生
涯
と

芸
術
を

彷
彿
せ

し

め

た

い

が

た

め
で

あ
っ

た

の

だ

ろ

う
。

し

た

が
っ

て
、

貫
之

は

現

在

『

勢
語
」

の
一

部
分
　
　
恐
ら

く
業
平
自
記

の

？
−

i
に

あ

る

歌
を

「

古

今
集
』

編
纂
の

み

ぎ
り

、

こ

と

ご

と

く
採
択
し

、

か
つ
、

そ

の

詞
章
は

可
能
な

か

ぎ

り
温

存
し

た

か

っ

た

の

で

は

な

か
っ

た

か
。

そ

の

必
然
性
に
つ

い

て

は
、

い

ず

れ

機
会

を
み

て

詳
説
し

た

い

が
、

ま
た
一

方
、

別
途
に

貫
之
は

『

古

今
和
歌

集
』

「

仮

名

序
」

に

お

い

て
、

業
平
の

歌
を

「

心

あ
ま

り
て

、

こ

と

ば
た

ら

ず
」

と

記
し

て

い

る

ご

と
く、

業
平
に

対
し

て

は
、

か
な

り
客
観
的
な
態
度
を

持
し

て

批
評
を

下
し

得
た

人
で

あ

る。

故
に

こ

の

「

こ

と

ば
た

ら

ず
」

を
補
足
す
る

意
味
で

、

「

勢
語
』

と

は

関
係
な

く
長
大
な

詞
書
を
以
っ

て

し

た

と
い

う

考
え

も
、

原
則
と

し

て

成
り

立
つ

わ

け

で

あ
る

。

し

か

し
、

こ

の

考
え

が

目
下
の

と
こ

ろ
、

一

応
の

合
理

的
な

説
明
と

し

て
、

積
極
的
な

論
に

ま
で

発
展
す

る

に

は
、

か

な

り
の

弱
点
が

あ

る

よ

「

伊

勢
物
語』
成
立

私

考
　

　
　
井
上

英

明

う
に

思
わ

れ
る

。

つ

ま
り

、

右
の

評
は
、

周
知
の

ご

と

く
貰
之
の

六

歌
仙
論
中

、

僧
正

遍
照
に

つ

い

で

出
て

く
る
も

の

で
、

「

あ

り
は

ら

の

な

り

ひ

ら

は
、

そ

の

心

あ
ま

り
て

、

こ

と

ば
た

ら

ず、

し

ぼ

め

る

花
の

い

う

な

く
て、

に

ほ

ひ

の

こ

れ

る

が

ご

と

し
」

と

あ

る

も

の

で
、

こ

の
一

条
は

業
平
の

作
品
の

特
色
を

指
摘
し

た

ま

で

の

こ

と

で

あ
っ

て
、

そ

の

是
非
を
一

方
的
に

決
定
づ

け

た

も
の

で

は
な

か

ろ

う
。

し
た

が
っ

て
、

そ

の

意
味
す
る

と

こ

ろ

は
、

窪
田

空
穂
の

い

う
「

心

と

詞
の

調
和

不
調
和
を
標
準
に

し

て
、

不
調
和
だ

と

し

た

も
の
」

と

い

う

非
難
の
一

面
と、

そ

の

か

わ

り
、

「

萎
ん

だ

花
の

美
し

い

色
は

な
い

が

（

詞
は

足
り

な

い

が
）

、

匂
い

が

漂
っ

て

い

る

（

余
情
が

あ

る
）
」

（

「

評
釈
』
）

と
い

う
賞
讃
の

そ

れ

と、

褒
貶

相
半

ば
す

る、

い

っ

て

み

れ
ば

、

逆
に

客
観
的
批
評
内
容
な

の

で

あ
る

。

で

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず、
「

こ

と

ば

た

ら

ず
」

と

い

う

非
難
の

面
の

み

を

と
っ

て
、

「

だ

か

ら

貫
之
は

読
者
の

理

解
を

扶
け
る

た

め

に

か

か

る

長
大
な

詞
書
」

を
つ

け

た

の

だ

と

い

う

推
論
を
導
き

出
す

に

は
、

そ

の

根
拠
と

な

る
べ

き

も
の

が
あ

ま

り
に

も
薄
弱

で

あ

る
。

そ

れ
は

次
の

よ

う

な

理

由
か

ら

で

あ
る

。

す
な

わ

ち、

右
の

ご

と

き

推

論
が

正

し

い

　
　
全
面
的
に

ー
と

す
る

な

ら
、

貫
之
が

業
平
の

作
風
を
評
す

る

に

際
し

て

挙
げ
た

例
歌
三

首
に

は
、

お

の

お

の

し

か

る
べ

き

ー
詞
た

ら

ず
を

補

う
べ

き

1
詞
書
が

つ

け

ら

れ
る

は

ず
で

あ

る
。

し

か

る

に、

三

首
中

、

既
掲

、

「

お

ほ

か

た

は

月
を
も
め

で

じ
」

一

首
は

詞
書
を

も
た

な

い
。

「

ね

ぬ

る
夜
の

夢
は

か
な

み

ま
ど

ろ

め

ば
い

や

は

か
な

に

も
ま
さ

り
ぬ

る

か
な
」

と

い

え

ど
も

、

他
の

作
者
の

詞
書
と

同
じ

程
度
の

簡
単
な

も

の

を

付
し

て

い

る

に

す
ぎ

な

い
、

し

か

も、

業
平
に
一

人
お

い

て

続
く
僧
喜
撰
に

対
す
る

評
を
み

る

と
、

ω

「

こ

と
ば

か

す
か

に

し

て、

は

じ

め

お
は

り
、

た

し

か
な

ら

ず
」

、

＠
「

い

は

ば
、

秋
の

月
を
み

る

に
、

あ
か
つ

き

の

雲
に

あ
へ

る

が

ご

と

し
」

と
あ

る
。

一

節
の

意
味
す
る

と

こ

ろ

は、

か

さ

ね

て

窪
田

空
穂
に

よ
る

と

（

『

前
掲
書
』
）

、

ω
は

「

詞
が

幽

か

で
一

首

が

は

っ

き
り
し

て

い

な

い
」 、
．

そ

の

た

め

に

か
え
っ

て
、

 
に

お

い

て

幽
玄
を

志25

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明
星⊥
八卅
子

碾

究
幻〜
要
匹
日

本
又

化
塔
＋

部
φ
塾，ロ
琉鋼
文・
化

鴕・
科】
第h
ハ目
 

　 ．
カ．
十
八．
八

狂

向
す
る

も
の

で

あ

る

と

い

う
。

褒
貶
相
半
ば

す

る

批
評
と

い

う

点
で

は
、

前
國
と

同
断
で

あ
るハ．

に

も
か

か

わ

ら

ず、

ω
の

み

に

固
執
す
れ
ば

、

必
然
的
に

し

か

る

べ

き

詞
書
を

伴
う

は

ず

で

あ

る
。

し

か

る

に
、

貫
之

の

か

か

る

評
の

例．
証
と

し

て

挙
げ
ら

れ
た

喜
撰
作

、

「

わ

が

い

ほ

は

み

や

こ

の

た

つ

み

し
か

ぞ

す
む

世
を
う

ち

山
と

人
は

い

ふ

な

り
」

は
、

『

古
今
集
」

第
十
八
雑
歌
下
に

お

い

て
、

そ

の

詞

書

が

み

あ

た

ら

な

い
。

　

そ

こ

で
、

『

占
A

，

集
」

に

お

け
る

業
平
歌
の

「

異
例
に

長
大
な

詞
書
」

の

存

在

を
考
え

る

に

際
し

て
、

「

序
」

に

お

け

る

貫
之
の

評
、

「

心
あ

ま
り
て

詞
た

ら

ず
」

が

そ

の

ま

ま
詞
書
の

付
載
を
要
請
し

た

も
の

だ

と

し

て

し

ま

う
こ

と

は
、

と
り

あ

え

ず
躊
躇
さ

れ
る

わ

け

で

あ

る．、

し
か

し
、

そ

れ

は

あ
く
ま

で

形
式
論
理
的
に

い

っ

て

そ

う

な

の

で

あ
っ

て
、

貫
之
の

内
面
に

立
ち

入

れ

ば
、

問
題
は

ま
た

別
で

あ

ろ

う
。

さ

し

あ
た
っ

て
、

こ

こ

で

は

両
案
を
折
衷
し
て

次
の

ご

と

き
一

応
の

結
論
を

提
出
し

て

お

こ

う
。

す

な

わ

ち
、

詞
書
が

歌
の

「

詞
た

ら

ず
」

を

説
明
と

し

て

補

う
と

い

う

よ

り

も
、

当
時
の

貫
之
の

眼
前
に

は
、

す
で

に

詞
章
と

歌
と

が

渾
然
一

体
を

な

し

た

『

勢
語
』

の

古
型
が

存
在
し

、

し

か

し

て、

そ

れ
が

『

古
今
集
」

の

体
裁
に

合
わ

せ

て

取
捨
選
択
す

る

こ

と

を
不
可
能
に

し
、

か

つ

結
果
的
に

そ

の

こ

と

が

奇
し

く
も

詞
足
ら

ず
補
う
恰
好
に

な
っ

て

『

占
今
集
』

に

存
在

し

て

い

る

の

だ

と
。

「

そ

の

他
の

詞
書
」

に

つ

い

て

　

こ

こ

で

は
、

 
コ

詞
書
を
も
た

な

い

も

の
」 、

 
「

詞

書
を

も
つ

他
入
の

歌
へ

の

返
歌
」 、
一
 

コ

首
に

す
べ

て

詞
書
を
有
す

る

も

の
」

、

に

つ

い

て

考
察
し

な

け

れ
ば

な

ら

な

い

が
、

こ

れ

ら

三

つ

の

形
態
は、

「

苫

今
集
臨

に

あ
っ

て

は
、

他
の

詞
書
の

そ

れ

と
大
略
同
類
の

も
の

で

あ

る
。

た

め

に

そ

の

特
色
を
論
い

、

以
っ

て

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

26

『

古
今
集
隔

。
『

勢
語
』

の

先
後
乃

至
累
及
関
係

如
何
を
決
す

る

に

は
、

あ

ま

り
に

も
困
難
な

面
が

多
い

。

要
す
る

に
、

そ

れ
ら

を
論
ず

る

に

は

文
献
的
資
料
を
他
に

欠
く

か

ら

で

あ

る
。

し
か

し

な
が

ら
、

猶
、

『

古
今
集
』

に

即
し

て

若
十
問
題
と

す
べ

き
も

の

も
あ

り、

い

ぜ

ん
、

こ

れ

を

『

勢
語
』

か

ら

の

累
及
と

推
察
す
る

こ

と

も

ま

た

可
能
と

な
っ

て

来
る

の

で

あ

る
。

し

た

が
っ

て
、

こ

こ

で

は

 
 
 
を

一

括
し

、

問
題
と

な

る
べ

き

歌
・

詞

書
を

摘
出「
し

て

検
討
を

加
え

た

く

思
う

。

　

先
ず
鑓

歌
は

「

恋一．
ご

に
、

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

な

り

ひ

ら

の

朝
臣

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　ハ
れ

る

な

　し
やの

耀

秋
の

の

に

さ

さ
わ

け
し

あ

さ

の

袖
よ

り

も
あ

は

で

こ

し

よ

そ

ひ

じ

ま

さ

り

け

る

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
　
小

野
小
町

棚

見
る

め

な

き

わ

が

身
を
う

ら

と

し

ら

ね

ば
や

か

れ

な

で

あ
ま

の

あ

し

た

ゆ

く

く

　

る

と
、

業
平
・

小
町
の

歌
が

と

も
に

詞
書
が

な

く、

並
記

さ

れ

て

い

る
。

と

こ

ろ

が

『

勢
語
』

二

十
五

段
で

は
、

　

む

か

し
お

と

こ

有
け

り
あ

は

し

と

も
い

は

さ

り
け
る

女
の

さ

す
か

な

り
け

る

か

も
と

に

い

ひ

や

り
け

る

　

秋
の

丶

に

さ
 

わ

け

し

あ
さ

の

袖
よ

り
も

あ

は

て

ぬ

る

夜
そ

い

ち

ま

さ

り
け

る

色
こ

の

み

な

る

女
返
し

　

み

る

め

な

き
わ

が

身
を

う

ら
と

し

ら

ね

ば

や

か

れ

な
で

あ

ま

の

あ

し

た

ゆ

く
く

ると
あ

る
。

も

し
、

『

古
今
集
』

が

『

勢
語
」

に

材
に

と

っ

た

と

す
る

な

ら、
「

む

か

し

お

と

こ．」

と

「

色
こ

の

み

な

る

女
」

と

の

贈
答
歌
で

あ

る

も
の

を
、

何
故
に
…
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首
ず
つ

独
立

さ
せ
て

並
記
し

た

の

か
。

ま
た

、

色
好
み

な

る

女
が

何
故
に

小
野
小

町
と

記
名
さ

れ

る

に

至
っ

た

か
。

つ

ま

り
、

『

古
今
集
』

が

『

勢
語
」

の

内
容
を

敢
え

て

無
視
し

た
理

由
が
わ

か

ら
な

い

こ

と

か

ら
、

従
来、

大
方
の

研
究
者
は

右

は

『

勢
語
』

が

『

古
今
集
』

の

後
に

出
来
た

有
力
な

根
拠
の
］

つ

と

し

て

来
た

も

の

と

思
わ

れ
る

。

し

か

る
に

、

「

秋
の

野
に
」

・

「

み

る

め

な

き
」

の

二

首
は
、

す

で

に

指
摘
さ

れ

た
い

る

こ

と

だ

が
、

贈
答
と

し

て

い

さ
さ

か

穏
当
を
欠
き、

ど
う

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
を

ゆ

も
し
っ

く
り
い

き
か

ね
る
の

で

あ
る

。

つ

ま

り、

男
の

歌
が

「

秋
の

野
」

・
「

笹
」

を

縁
語
と

し
、

「

露
」

乃
至
「

涙
」

を

暗
示
す
る

に

反
し

、

女
の

歌
は

、

「

見
る

事

の

な

い
」

を

「

梅
松
布
の

な

き
」

に

添
え

、

「

浦
」

を
「

恨
」

に

掛
け

、

両

者
の

レ

ト
リ

ッ

ク

は
、

そ

の

素
材
に

お
い

て

き
わ

め

て

縁
な

き
も

の

で

あ
る

。

し

た

が
っ

て
、

「

色
好
み

な
る

女
返
し

」

以
下
は

後
人
の

添
加
で、

元

来
は
、

前
半
の

み

が

存
在
し
た

の

か

も
し

れ

な

い
。

こ

の

よ

う
な
例
は

『

勢
語
』

に

お

い

て
、

他
に

た

く
さ

ん

の

実
例
を
み

る
。

猶
、

片
桐

洋
一

氏
は
、

『

雅

平
本

業
平
集
』

に

こ

の

「

色
好
み

な

る
女
返
し

」

以
下
が

な
い

た

め
、

『

拾
遣
集
』

以
前
の

『

勢
語
』

］

本

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
ド

の

は

こ

れ
を
欠
く
も
の

と

推
定
し

て

い

る

が
、

氏
の

結
論
の

当
否
は

先
き
に

触
れ
た

ご

と

く
問
題
は

あ
る

に

せ

よ
、

こ

の

二

首
が

従
来

、

物
語
に

お
い

て

贈
答
歌
と

は

み

ら

れ
な

か
っ

た

こ

と

を
、

ま

た

別
の

立

場
か
ら

逆
に

推
定
出
来
る

の

で

は

あ
る

　
ヘ
　

ユ
　

　

ま

碍

力

　

次
に、

黼

（

髑
）

・

 

（

胼
）

・

刪

（

鄲
）

・

 

（

109
）

の

諸
歌

を
み

る

と
、

こ

れ

ら

は

作
者
を
主
語
と

し
て

、

そ

の

立

場
か

ら

叙
し

た

詞
書
の

形
式
か
ら

大
き
く

は

ず

れ

る

も
の

ば
か

り
で

あ

る
。

『

後
撰
集
」

で

は
、

例
え

ば
、

 

「

荒
れ

た

る

所
に

住
み

け
る

女
。

つ

れ
づ

れ

に

思
ほ

え

侍
り
け
れ

ば、

庭
に

あ

る

す
み

れ

の

花

を
つ

み

て

い

ひ

つ

か

は

し
け
る、

読
人
し

ら

ず
、

わ

か

宿
に

す
み

れ

の

花
の

お
ほ

か

れ

ば

来
宿
る

ひ

と
や

あ

る

と

待
つ

か

な

（
C」8

）

」

、

 
「

三

月
の

下
の

十
日

ば
か

り
に

、

三

条
右
大
臣

、

兼
輔
の

朝
臣
の

家
に

ま

か

り

て

渡
り
て

待
り
け

る

に
、

藤

の

花
さ

け
る

水
の

ほ

と

り
に

て、

か

れ

こ

れ

お

ほ

み

き

た

う
べ

け

る

つ

い

で

に
、

三

条
右
大
臣

、

限
り
な

き

名
に

お

ふ

藤
の

花
な

れ
ば

そ

こ

ひ

も
し

ら

ぬ

色

の

深
さ

よ

イか

（ 暫
021

）

」

、

 
物
の

た

う

び

け

る

女
の

も
と

に

文
つ

か
は

し

け
る

に、

心
地

あ

し

と
て

返
事
も
せ

ざ
り
け

れ
ば

、

又
つ

か

は

し

け
る

、

大
江
朝
綱
朝
臣、

足
引
の

や

ま
ひ

は

す
と

も

ふ

み

通
ふ

あ

と

を
も

み

ぬ

は

苦
し

き

も
の

を
（

弸
）

」

と
あ
る

ご

と

く
、

作
者
名
を

挙
げ
な

が

ら

編
纂
者
の

立

場
か
ら

書
か

れ

て
、

『

古
今
集
」

と

は

対
照
的
な

形
態
と

な

る
。

 
の

女
は

読
人
し

ら

ず
を
指
摘
し、

 
は

三

条
右
大

臣
の

作
で

あ

る

に

も
か

か

わ

ら

ず
、

詞
書
の

主

人
公
は

三

条
右
大
臣
と

第
三

人
称

化
し

て

記
述
さ

れ
て

い

る
。

 
は

大
江
朝
綱
が

「

物
た

う

び
」

と

敬
語
を
も
ち

い

て

い

る

か

ら
、

第
三

人
称

と

な

る
。

こ

の

よ

う

な

例
は

、

ざ
っ

と

見
渡
し

て、

 

に

三

十
三
例

、

 
に

十
例

、

 
に

三
例
ほ

ど

み

ら

れ

る
。

た

ん

な

る

誤
記
・

衍
文

と
は

思
わ
れ

な

い
。

ま

こ

う

か
た

な

く
、

私
家
集
の

物
語
化
と

い

う

時
代
的
流
行

を
如
実
に

反
映
し
た

『

後
撰
集
』

の
一

大
特
色
と

し

て

指
摘
さ

れ
う

る
の

で

は

な

か

ろ

う
か

。

（

西
下
経
氏
『

日

本
文
学
史
中
古
』

所
収
「

巾
期
第
二

章
和
歌
」）

と

こ

ろ

が
、

か

か

る

表
現
形
態
が

『

古
今
集
』

の

業
平
歌
の
一

部
に
、

し

か

も
唯
一

の

例
外
と

し

て

存
在
す
る

こ

と

は
、

い

ぜ

ん

と

し

て

注
目
さ

れ

て

よ

い

こ

と

で

あ

る
。

『

古

今
集
』

の

詞
書
が

、

こ

と

ご

と

く
歌
の

作
者
の

立

場
か

ら

の
一

人
称
的
表
現
に

統

一

さ

れ
て

い

る

こ

と

は
、

す
で

に

本
居
宣
長
が

、

『

玉
あ
ら

れ
』

・
『

後
撰
集
詞
の

つ

か

ね

を
』

に

お
い

て

指
摘
し

た

が
、

そ

れ

は

客
観
的
事
実
な

の

で

あ

る
。

つ

ま

り、
「

題
知
ら

ず
」

と

か
、

「

寛
平
御
時
后
の

宮
の

歌
合
」

と

か、

い

わ

ば
物
語
的

内
容
を
な
さ

ぬ

も
の

は

除
き

、

そ

の

他
の

詞
書
を
検
す
れ

ば
、

す
べ

て

撰
者
が

作

者
（

歌
）

の

立

場
に

た
っ

て

叙
し

た

も
の

ば

か

り

で
、

例
外
は

五

首
の

み

で、

し

か
も

、

そ

の

内、

四

首
は

こ

と

ご

と
く
『

勢
語
』

と

重
複
す
る

と

い

う
事
実、

こ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ぽ
ゆ

　

れ
は

な

ん

と

し

て

も
黙
過
で

き
な

い

と

こ

ろ

で

あ

る
。

そ

こ

で
、

餬

は
、

N 工工
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隅刀
ザ
τ

天
常・
研
蟷
九尸
紀

要

【

R
本．
X
北
樽
丁

部
・
紬．
5
撹

阻
乂

化
盤
ゐ

矧
】

第志
ハロ
ヴ

　｝
九
弔
几

へ
銀．

　

業
平
朝、
距

の

耕
勢
の

く
に

に

ま

か

り
た

り
け

る

時
、

斎
富
な

り
け

る

人
に

、

い

　

と

み

そ

か

に

あ
ひ

て
、

又

の

あ

し

た

に
、

人
や

る

す
べ

も

な

く
て

、

お

も
ひ

を

　

り

け
る

あ
ひ

だ

に
、

女
の

も
と
よ

り

を
こ

せ

た

り
け
る

　
よ

み

人
し

ら

ず

　

君
や

こ

し
我
や

ゆ

き
け

ん

ー

…

と

あ
り、

槻

に

業
平
の

返
歌、
「

か

き

く
ら

す
心
の

や

み

に「．

と

あ

る
。

蛎

「

君

や

こ

し
−

の

作
者
を

、

「

女
の

も
と
よ

り
し

と

い

う

ふ

う

に

書
い

た

の

は

第
三

人

称

的
表
現
な

の

で

あ
り

、

し

か

も
 

斎
宮
な

り

け

る
人
」

と

「

女
」

が

同
一

人
ら

し

き
趣
き

な
の

は
、

『

勢
語
』

六

十
九
段
の

内
容
を
す
で

に

踏
ま

え

て

い

る

か

ら

と

判
断
さ
れ

る

の

で

あ

る
。

襴

は
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　

广

　

あ

る

女
の

な

り

ひ

ら

の

朝
臣
を
と
こ

ろ

さ

だ

め

ず
あ

り

き
す

と

お
も

ひ

て
、

よ

　

み

て

つ

か

は

し

け

る

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

よ

み

人
し

ら

す

　

お

ほ

ぬ

さ

の

ひ

く
て

あ

ま

た

に

…

…

と

あ

り、

次
に

返
し

と
し

て、

業
平
歌
溺
・−

お

ほ

ぬ

さ

と
名
こ

そ

た

て

れ
…

が

あ

る
。

右
の

詞
書
中、

馗

の

歌
を

「

よ

み

て

つ

か

は

じ
」

た

主

語
は
、

…
−

あ
る

女
」

で

あ

り、
「

あ

る

女
」

と

「

よ

み

入
し

ら

ず
」

は

同
一

人
を

旛
す
表

現
を
し

て

い

る．．

わ

た

く

し

が

こ

の

考
え

方
を
と
っ

て
、

一

応
以
上
の

ご

と
く
ま

と
め

た

頃、

専
門
家
の

お
　

人
か

ら

奥
村
恢
哉
氏
の

国
語
学
的
考
察
が

あ

る

の

を

知
ら

さ

れ、

氏
も
こ

の

点
に

触
れ、

こ

れ

ら

異
例
の

表
現
が

す
べ

て

『

勢
語
』

に

重
出
す

る

事

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

28

実
か

ら
、

冖．
古
今
伊
勢
類
似
の

箇
所
で

は

伊
勢
物
語
の

文
章
が

先

行
し

て

い

る

こ

　

　

　
　
　

　
ド

ゆ

と
が

海
提
と

な

る
」

と

論
じ

ら

れ
て

い

る

こ

と

を
申
し

添
え

て

お

く
。

た

だ
、

後

学
の

わ

た

く
し

と

し

て

は

氏
の

例
証

に

い

さ

さ

か

疑
問
な

き
を
保
し

え

な

い

が、

委
細
は

注
の

 
を

参
照
さ

れ

た

い
。

捌

は、

　

な

り
ひ

ら

の

朝
慝
き
の

あ
り
つ

ね

が

む
す

め

に

す
み

け

る

を、

う

ら

む
る

こ

と

　

あ
め・
て
、

し
ば

し

の

あ

ひ

だ
、

ひ

る

は

き
て

ゆ

ふ

さ
り
は

か

へ

り
の

み

し

け

れ

　

ば
、

よ

み

て

つ

か
は

し

け
る

　

あ
ま
ぐ
も
の

よ

そ

に

も
人
の
：

…・

と

あ

り
、

「

返
し

」

と
し

て、

業
平
の

陽

「

ゆ
き
か
へ

り

そ

ら

に

の

み

し

て
」

の

歌
が

並

記
さ

れ

て

い

る
。

慰

の

歌
の

作
者
は

、

「

き

の

あ

り
つ

ね

が

む

す

め
　

と

｝

応
解
し
て

お

く
他
は

な

い．、

鰤

も
大
体、

右
と

同
様
の

結
論
を
得
る

こ

と

が

で

き
よ

う
。

す
な

わ

ち
、

「

お
ひ

ぬ

れ

ば
さ

ら

ぬ

わ

か

れ
」

の

歌
は

、

詞
書
か

ら

判
断
す
る

に
、

…

な

り
ひ

ら

朝
臣

の

は

 

の

み

こ
」

の

文
の

中
の

も
の

と
し

て
、

第
三

人
称
的
に

書
か

れ
て

い

る

か

ら

で

あ

る
。

　

さ

て
、

最
後
に
、

『

古
A

，

集
』

に

あ
っ・
て

『

勢
語
」

と

同
じ

内
容
の

詞

書
を

つ

ゆ
だ

だ

か

に
、

歌
 

配
外
に

矛
盾
を

ぎ
だ

レ

た

む

分
、

と

で

も

い

う
べ

き
も
の

が

明
ら

か

に

存
在
す

る
。

す

な

わ

ち
、

硲

の

歌
で
、

巻
十
三

恋
歌
ゴ、
に

、

　

や

よ

ひ

の

つ

ひ

た

ち

よ

り
、

し

の

び

に

人
に

も
の

ら

い

ひ

て

の

ち

に
、

雨
の

ぞ

N 工工
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ぽ

ふ

り
け
る

に

よ

み

て

つ

か

は

し

け

る

在
原
業
平
朝
臣

お
き

も

せ

ず

ね

も
せ

で

よ

る

を

あ
か

し

て

は

春
の

も
の

と

て

な

が

め

く
ら

し
つ

　

「

恋
歌
」

と

い

う

も
の

は、
「

待
つ

恋
」

・

「

忍
ぶ

恋
」

・
「

あ
は

ぬ

恋
」

．
「

あ

ふ

恋
」

・
「

か

れ
が

た

の

恋
」

等
々

と
、

恋
の

内
容
に

即
し

て

い

く
つ

か

に

分
け

、

同

種
の

も
の

を
一

ま
と

め

に

並
記
し
て

い

る
と
一

般
に

い

わ
れ
る

。

と

こ

ろ

が
、

鵬

の

歌
は、
「

恋
三
」

の

冒
頭
に

位
置
す

る

も
の

で
、

配
列
の

上
か

ら

い

う
と

、

後

続
の

歌
の

内
容
よ

り

し

て
、

ま

さ

し

く

「

不

逢
恋
」

の

歌
で

あ
る

。

し

た

が
っ

て、

右
の
一

首
も

、

そ

の

よ

う
に

解
釈
す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

そ

う

す

れ
ば

、

詞
書
の

「

し

の

び

に

人
に

も
の

ら

い

ひ

て

の

ち
」

の

条
り
が

問
題
に

な

る

で

あ
ろ

う
。

諸

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
サ

　

註
釈
も
多
く
歌
の

意
を

汲
ん

で
、

こ

れ

を
直
接
に

逢
っ

た
も
の

と

解
さ

な

い
。

し

か

し
、

た

と

え

「

し

の

び
」

で

あ
っ

て

も
、

「

人
に

も
の

ら

い

ひ

て

の

ち
」

で

あ

る

以
ヒ
、

男
女
の

密
会
の

事
実
は
覆
う
べ

く
も

な
い

。

し

か

る

に、

何
故
に

「 ．
不

逢
恋
」

の

歌
に

「

逢
恋
」

の

詞
書
を

も
っ

て

し

た

か
。

勅
撰
集
た

る

も
の

が
、

は

じ

め
か

ら
、

か

か
る

不
用
意
を

な
す

は

ず
は

あ

る

ま

い
。

古
本
の

「

高
野
切
」

に

は

な

い

で

は

な

い

か

と

い

わ

れ
る

か
も
し

れ

ぬ

が
、

こ

れ

は

零
本
で

後
の

好
事
家

が

任
意
に

書
写
し

た

も

の

と
想
像
さ

れ
て

も

よ

い
。

だ

か

ら
、

『

古
今

集
』

全

体

か

ら

判
断
す

る

こ

と

は

で

き

な

い

の

で
、

問
題
に

は

な
ら

な

い
。

巻
十
一

か

ら

巻

十
五

に

至
る

恋
歌
の

内
、

業
平
以
外
の

歌
で

逢
恋
の

事
実
を
伝
え

る

詞
書

（

「

か

れ
が

た

の

恋
」

も
含
め

て
）

は
、

六
首
（

硼

襴

爾

襴

珊

隅
）

を
数
え

る

が
、

い

ず

れ
も
歌
は

詞
書
と

矛
盾
す
る

ど

こ

ろ

か
、

詞
書
あ

る

た

め

に
、

却
っ

て

内
容
を
含

蓄
あ
る

も

の

に

し

て

い

る
。

と

こ

ろ

が
、

業
平
の

歌
に

か

ぎ
っ

て
、

そ

う

で

は

な

い
。

し

た

が
っ

て
、

硲

「

お

き
も

せ

ず
…

…
」

の

詞
書
は

、

別
に

由
る

と

こ

ろ
が

な

く
て

は

な

ら

な

い
。

す
な

わ

ち
、

ふ

た

た

び

香
川
景
樹
に

登

場
願
う
と
、

「

此

「
伊
勢
物
語
』

成
立
私

考
　
　

　
井
上

英
明

の

詞
書
は

勢
語
の

文
を

ひ

ろ

い

て

ぬ

き

入
れ
た

る

物
に

し
、

尤

も
つ

た

な

し

（

中

略
）

こ

は

題
知
ら

ず

の

歌
な

る
べ

し
。

集
次
も
不
逢
恋
な

る
べ

き
也

。

此
の

詞

書

あ
り
て

は

逢
恋
に

な

れ

り
。

（

『

正

義
』
）

」
、

と

説
き

、

『

古
今
』

の

詞
書
の

『

勢
語
』

に

由
る
べ

き
こ

と
を
主

張
し

て

い

る
。

香
川
景
樹
の

論
は
、

紀
氏
の

文
を

激
賞
す

る

余
り

、

『

古
今
集
』

が

も

と

も
と

「

題
知
ら

ず
」

と

あ
っ

て
、

後
人
が

『

勢
語
』

の

詞
章
を

と
っ

て

付
加
し

た

も
の

の

ご

と

く
解
さ

れ

そ

う

で

あ
る

。

も

し
、

そ

う

だ

と

す
れ
ば

、

い

か
に

『

古
A

，

和
歌
集
正

義
」

に

生
涯
を

か

け
た

景
樹
と

い

え

ど

も、

そ

の

結
論
は

後
学
に

よ
っ

て

修
正
さ

れ
な

け
れ
ば
な

ら

な

い
。

が
、

し
か

し、

歌
と

詞
書
と

の

矛
盾
に

た

い

す
る

判
定
は

、

さ

す

が

に

全

面
的
に

正

し

い
。

わ

た

く
し

の

未
熟
な

読
み

を

も
っ

て

し

て

も
、

依
然
と

し

て

『

古
A

，

集
」

編
集
の

み

ぎ

り
、

す
で

に

「

勢
語
』

二

段
の

先
行
を
想
定
せ

ざ
る

を
得
な

い
。

『

勢
語
』

二

段

の

本
文
は

、

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
お

…

…

そ

の

人
（
西
京
の

女
）

か

た

ち
よ

り
は

心

な

ん

ま
さ

り

け

る

ひ

と

り

の

み

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　

の

　

く

凶、
む
あ

ら

ざ
り
け

救

し

そ

れ
を
か

の

ま
め

を
と

こ

う

ち
も

の

か

た

ら

ひ

て

か
へ

り

き
て

い

か

か

思
ひ

け
ん

時
は

や

よ

ひ

の

つ

ひ

た

ち

あ
め

そ

を

ふ

る

に

や

り
け

ん

と
あ
っ

て、

み

め

よ

り

も
気
立
の

す
ぐ

れ

た

女
に

た

い

す

る

逢
恋
の

事
実
を
語
り

 、

し

か

も
そ

の

女
性
は

人
妻
で

あ
る

ゆ

え

に

 
、

男
は

す

で

に

「

ま

め
」

な

る

た

め

に
、

一

人
懊
悩
し

、

時
節
柄、

眼

前
の

春
雨
を
材
に

と
っ

て

「

な

が

め
」

に

託
し

た

不
逢
恋
の

歌
、

「

お

き

も
せ

す

ね

も
せ

て

夜
を
あ

か

し

て

は

春
の

も
の

と

て

な

か

め

く
ら

し

つ

」

を

詠
出
す

る

に

至
る

の

で

あ

る
。

し

た

が
っ

て
、

こ

の

不

逢
恋
は

未
逢
恋
で

は

な

く、

一

度
逢
っ

て

二

度
と

相
逢
え
ぬ

男
が

苦
し

さ
の

余
り

、

輾
転
反
側
す

る

心

情
を
伝
え

る

も
の

で

あ
る

。

か

か

る

物
語
の

内
容
推
移
を
あ

ら29
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明
摩貼
女

盆
子

研而
冗

紀
那乳
【陪
ロ

本
文
化μ
予

剣…
甲函．、口
訪
…

文
化
洋
ポ

科
扁

第」
ハ日．宀，
、

　

L
し
 ・p呷

↓
ノ

ノ’
ノ

匂

か

じ

め

承
知
し

て

い

な

け

れ
ば、

鬥

占
今
集
』

に

お
け
る

逢
恋
の

詞
書
と

不
逢
恋

の

歌
と
の

内
容
的
矛
盾
を

、

矛
盾
な

く
読
み

ほ

ぐ
す

こ

と

は

で

き
な

か
っ

た・
の

で

は

な

い

だ

ろ

う
か

．

　

こ

こ

に

き
て

小
論
は
、

『

古
今
集
』

に

あ
っ

て
、

業
平
歌
と

そ

の

詞
書
の

内
、

明
ら

か

に

文
体
。

語
法
・

配
列
等
々

の

上
か

ら

「

勢
語
』

の
一

部
分
の

先
行
を
考

え

ざ

る

を
得
な

い

「

な

に

か
」

に

辿
り
つ

か

ざ
る

を

え

な

い．、

す

な
わ
ち

、

業
平

歌
三
十
首
中

、

半
ば

近
く

は

ど

う

考
え

て

も
『

勢
語
』

の

内
容
を
踏
ま

え
た

も

の

と

判
断
さ

れ

る

も
の

ば
か

り
で

あ
る

。

今
、

そ

の

章
段
を
引
き
抜
く
と、

二

段、

悶回
段

、

　
厂

几削
段

、

　

九
段

、

　
十

−

九
段、
　

二

十
五

段
、

　
四

十
ヒ
段

、

　
亠

ハ

十
九
段

、

　

八
⊥

1

二

段、

八
十一．一
段、

八

卜
四

段
等
と

な

り、
『

古
今
集
』

か

ら
、

門

二

条
看
物

語、
T

「

東
国
流
浪
物
語
」

・

「

狩
の

使
。

伊
勢
斎
宮
物
語
」

・
「

惟
喬
親
王

物
語
」

・
「

業
平

母
子
贈
答
」

等
々

と、
『

勢
語
』

に

お
け

る

晋
男
の

人
生
の

劇
的
、

物

語
約

中
核

の

部
分
が
十
分
に

彷
彿
さ
れ
て

く

る

の

で

あ
る

。

し

か

も
、

「

古

今
集
』

の

例
か

ら

い

え

る

こ

と

は

以
上
の

こ

と

の

み

で

あ
る

に

し

て

も
、

現
『

勢
語
」

の

内
、

そ

の

い

く

つ

か

が

『

古
今
集
』

に

あ

る

業
平
歌
三
十
首
す
べ

て

『

占
今

集
』

の

前
に

物
語
の

体
を

と
っ

て

存
在
し

た

の

で

は

な

い

か

と

い

う

推
測
も
し

た

く
な

る

が
、

若
干
の

矛
盾
が

出
て

来
る

の

も

事
実
だ

か

ら

仕
方
が

な

い
。

す

な
わ

ち
、

右
の

推

測
に

抵
触
す
る

の

は、

こ

の

稿
の

最
初
に

触
れ
た

「

例
外
四

首
」

（

蹴
髑

 

鍬
）

で

あ

る
。

つ

ま

り、
『

古

今
集
」

・

『

勢
語
』

共
有
の

業
平
歌
で

、

こ

の

例

外
四

首
を
除
く
他
の

二

十
六
首
は

、

文
の

長
さ

の

大・
小

を
度

外
視
す
る

と
、

す
べ

て

『

勢
語
』

に

酷
似
す

る

か
、

あ
る
い

は

『

勢
語
』

の

内
容
を
無

視
し

て

い

る

も
の

が

あ
っ

て

も、

そ

れ

は

詞
書
の

な

い

も
の

…
！

「

題

知
ら

ず
…

で

あ
り

、

全

く

『

勢
語
』

と

は

関
係
が

な
い

。

別
の
ユ

画

い

方
を
す
れ
ば、

こ

の

「

古

今
集
』

収
載

の

業
平
歌
で
、

題
知
ら

ず
の

歌
を
有
す
る
　、
勢
語
」

の

章
段
は
、

囑

古
今

集
』

の

30

後
に

成
立
し

た

の

だ

と
す

る

根
拠
は

い

さ

さ

か

も

な

い

の

で

あ

る
．

し

か

る

に、

例
外
と
し

て

挙
げ
た

右
四

首
は

明
ら

か

に

『

勢
語
』

の

内
容
を

無
視
し

て

い

る
。

　
ま

ず、

蹴

は、
獄、
古
今
集
』

巻
五

に

（A〕

二

条
后
の

春
宮
の

み

や

す

所
と

申
し

け

る

時
に

、

御
屏
風
に

龍
田

川

に

も

み

ち

な

が

れ

た

る

と

か

け

り
け
る

を
題
に

て

よ

め

る

と

詞
書
き

し
、

素
性
の

歌
の

次
に

併
記
さ

れ

て

い

る

が、
『

勢
語
』

百
六
段
は
、

昔
を
と

こ

み

こ

た

ち

の

せ

う
え

う
し

給
所
に

ま

う

て
丶

た

つ

た

河
の

ほ

と

り

に

て

と

あ
っ

て

事
実
を
詠
ん

だ

こ

と

に

な
っ

て

い

る
。

ま
た

、

獅

は

龍
に

問
題
が

存
す

る

と

断
（．

た

も
の

で

あ
る

が、

「

古
今
集
」

巻
む
五
恋
五

に
、

（B）

な

り

ひ

ら

の

朝
臣
き

の

あ

り

つ

ね

が

む
ま

め

に

す

み

け
る

を
う

ら

む

る

こ

と

あ
り

て、

し

ば
し

の

あ
ひ

だ
、

ひ

る

は

き
て

ゆ

ふ

さ

り
は

か
へ

り

の

み

し

け

れ

ば、

よ

み

て

つ

か

は

し

け

る

と

詞
書
き
し

て

い

る

が、

『

勢
諮
』

十
九
段・
で

は
、

昔
お

と

こ

宮・
つ

か
へ

し

け

る

女
の

方
に

こ

た

ち

な

り
け
る

人
を
あ

ひ

し

り
た

り

け

る

ほ

と

も
な

く
か

く

れ

に

け
り

お
な

し

と

こ

ろ

な

れ

ば

女
の

め

に

は

み

ゆ

る

物
か

ら

お

と

こ

は

あ
る

物
か

と

も

思
ひ

た

ら

す
女
…

…

…
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と

あ
る

。

ま

た
、

 

は

『

古
今
集
」

第
卜
八
雑
下
に、

（C）

き
の

と

し

さ

だ

が
、

あ
は

の

す
け
に

ま
か

り
け

る

時
に、

む

ま

の

は

な

む
け

せ

ん

と

て
、

け
ふ

と

い

ひ

お

く
れ
り
け

る

時
に、

こ

こ

か

し

こ

に

ま

か

り
あ

り
き

て
、

よ

ふ

く
る

ま
て

み

え

ざ
り

け
れ
ば
つ

か

は

し

け
る

と

あ
る
が

、

『

勢
語
』

四

十
八
段
で

は、

昔
お
と

こ

あ

り
け

り
む

ま

の

は

な

む

け
せ

ん

と

て

人
を
ま

ち
け
る

に

こ

さ

り

け

れ

は

と

あ
っ

て
、

『

古
今
集
」

の

詞
書
よ

り
簡
略
で

あ

り、

ま
た

、

97
は

『

古
今
集
』

第
十
八

雑
歌
下
に、

深
草
の

さ

と

に

す

み

侍
り
て

、

よ

み

て

を

く
り
け

る

か

つ

紀
利
貞
と

は

な

い
。

京
へ

ま

う
で

く
と

て
、

そ

こ

な

り
け
る

人
に

と

詞
書
き

す
る

が
、

『

勢
語
』

百
二

十
三

段
で

は
、

む

か

し

お

と

こ

あ
り

け

り
深
草
に

す
み

け

る

女
を

や

う

や

う
あ

き

か
た

に

や

思

け

ん

か
丶

る

う
た

を

よ

み

け

り

と

あ
る

。

右
、

考
え
る

な

ら、

に

お
い

て

は
、

 
刪
◎
◎
を

、

も

し、
「

勢
語
』

ー
『

古
今
集
』

と
い

う

単
線
で

明
ら

か

に

後
者
は

前
者
の

内
容
を
無
視
し

て

い

る
。

つ

ま

り、

囚

実
景
の

歌
を

『

古
今
集
』

で

は
、

何
故
に

二

条
后
の

東
宮
御
息

所

『

伊
勢
物
語
』

成
立
私

考
　

　
　
井
t

英
明

時
代
の

屏
風
歌
に

し

た

か
、

 
に

お

い

て

は、

「

宮
つ

か
へ

し

け

る

女
の

方
に

こ

た
ち

な

り
け
る

人
 

を
、

何
故
に

「

紀
有
常
女
」

と

認
定
で

き
た

か
。

◎
で

は
、

「

む
ま

の

は

な

む

け
せ

ん
」

と

す
る

「

人
」

を
、

何
故
に

「

紀
利

貞
」

の

「

阿
波

介
赴
任
」

と

断
定
で

き

た
か

。

ま
た

◎
に

お

い

て

も
「

深
草
に

す
み

け
る

女
を

や

う

く
」

を
、

何
故
に

「

京
へ

ま

う
で

来
云
々
」

と

書
き
変
え
る

こ

と

が

出
来
た

か
。

す
な
わ

ち、
『

古
今
集
」

・

『

勢
語
」

共
有
歌
で

前
者
に

業

平
作
と

す

る

も
の

三

十
首
の

内、

す

で

に
、

か

く
四
首
の

み

矛
盾
す
る
の

で

あ

る

が
、

こ

れ

を

業
平

作
以
外
に

ひ

ろ

げ
て

両
者
の

共
有
歌
六

十
一

首
を
検
討
し

て

い

く

と、

ま

た

別
の

面
か

ら

矛
盾
が
出
て

く
る

。

つ

ま

り

『

勢
語
』

に

あ
っ

て

主

人
公
昔
男
の

詠
作
が

『

古
今
集
』

で

は
、

「

詠
人
不
知
」

と

さ

れ

て

い

る

も

の
、

　
『

占
今
集
」

田

ー
『

勢
語
」

四

十
三

段
。

　
　
　
！

　
　
　

　

3
　

　
　

　
　

　　
〆

〃 ノノ　　　！！　　　 ！！　　　tノ　　　！

905　708　866　501　139　86
　　　　　　　　　1620
　　　　　　　　　　　　　1

〃 ノノ　　　 tノ　　　ノノ　　　 ！ノ　　　！

五

レ
九
段

。

六

十
段

。

六
十
五

段
。

九
十
八

段
。

百
十
二

段
。

百
十
七
段

。

　
ま

た

は、
『

勢
語
』

で

前
述
の

如
き
無
記
名
の

詠
歌
が

『

古
今
集
』

に

あ
っ

て
、

　
河
原
左
大
臣

−

謝

ー
初
段

。

　
小
野
小
町
　
　
 

1
二

十
五
段

。

　
　

　
　
　
　

悩

　−

百
卜

五
段

。

　
典
待
藤
原
直
子
朝
臣

ー
斷

〜
六
十
五

段
。

　
紀
も
ち
ゆ

き
　
・・

跏

〜

百
九
段
（

詞
書
は
全

不
同
）

。

と
「

記

名
」

し

て

い

る

も
の

は
、

故
池
田

亀
鑑
博
士

以

来、
『

古
く

，

集
」

ー
『

勢
語
」

の

関
係
で

説
明
さ

れ

て

い

る
。

ま

た、
『

勢
語
』

研
究
家
の

山
田
清
市

氏
も

こ

こ31
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明
星

大
学
研

究
紀
要

〔

賢

本
文
化

学
部
・
冨

語

文
化
学

科
図

第
六
瞥

丿」
ノ

’

台
「

に

か

か
げ

た

諸
例
に

言
及
し

な
が

ら
、

皿
、

昔
男
〔
『

勢
語
』

）

を
、

業

平
と

読

人
し

ら

ず

と
に

区
別
す

る

こ

と

は

不
可
能
で

あ

ろ

う
」

と

し
、

か

つ

、

『

勢
語
』

に

お

い

て

無
記
名
の

歌
が

『

吉
今
集
」

に

お

い

て

記

名
的
に

な

る

の

は
、

「

占
今
が

無

記

名
の

勢
語
に

も
と
つ

い

て

は

認

証
で

き

ぬ

と

こ

ろ

で

あ

り、

い

ず
れ
も

勢
語
が

古
今
に

依
拠
し

た

こ

と

を
物
語
る

も
の

に

ほ

か

な

ら

な

い
。

こ

の

こ

と

は

現
今
勢

語
が

絶
対
に

古
今
に

先
行
す
る

も

の

で

は

な

い

こ

と

を

実
証
す
る

も
の

で

あ

擁」

と

断
定
さ
れ

る

の

で

あ

る

が
、

し

か

し
、

「

古
A

，

集
』

・

『

勢
語
』

共

有
歌
で

、

『

占
今
集
』

に

あ
っ

て

「
読
人
し

ら

ず
」

と

あ

る

歌
を

含
む
む
分

伽

み

は

『

占
今

集
」

以
後
の

成
立

に

か

か

る

も
の

と

し
、

ま

た

無
記
名
が

記

名
に

な

る

も
分

分

舟

に
、

こ

れ
を
『

古
今
集
』

以
後
の

も
の

と

す
る

、

と

い

う

ふ

う

に

訂
匿

さ

れ

な

け

れ

ば
な

ら

な
い

と

思

う
。

そ

の

こ

と

は
、

こ

れ

ま

で

に

論
じ

て

き

た

と

こ

ろ

で

分

明
で

あ

り
た

い

が、

山
田

説
を

す
べ

て

首
肯
す

る

に

し

て

も
、

　…

部
分

、

『

古
今

集
』

の

読
人
不
知
や

小
町

の

歌
が

『

勢
語
』

に

あ
っ

て

は

II
−

特
に

末
尾
や
中
間

、
−

ー
後
人
の

付
加
し

た

も
の

で

あ

る

か

も
し
れ

な

い

の

で

あ
る、、

例
え

ば
、

二

十

五

段
（

み

る

め

な

き
・

小
町

、

五

卜
九
段
わ

が

う
へ

に
・

読
人
し

ら

ず
）

な

ど
。

　

そ

こ

で
、

嶋 ．
古
今
集
」

に

お

い

て

「

読
人
し

ら

ず
」

、

あ

る
い

は
「

記
名一

に

な
っ

て

い

る

か．
b

と

い

っ

て
、

『

勢
語
』

一

段
が

全
文
そ

の

ま

ま
『

古
今

集
』

以

後
と

な

る

と

い

う
断
案
に

は

躊
躇
さ

せ

ら
れ

る

の

で

あ

る
。

そ

の

こ

と

は

ま

た
、

『

古

今
集
』

以
前
の

『

勢
語
』

の

形
態
を

樵
測
す

る

際
に

も

同
じ

こ

と

が

い

え

る
。

し

か

し
一

方
、

『

勢
語
」

と
の

関
係
に

お

い

て

考
察
す

れ

ば、
「

昔
男
」

の

歌
は

『

占

今
集
』

で

業
平
作

、

無
記
名
の

歌
は

「

読
人
し

ら

ず
一

と
あ
っ

て

こ

そ
、

「

勢
語
』

↓
『

占
今
集
」

の

関
係
が

浮
上
す
る

の

で

あ

り
、

右
の

諸
例
作
中、

特
に

判

勢
語
』

末
尾
・

中
間
に

挿
入
さ

れ
た

部

分
の

み

に

注
意
し

て

検
討
の

余
地
を
残
す

こ

と

に

す

れ

ば
、

そ

れ

ら
は

＝
沁

、

『

古
今
集
』

以
後
の

も
の

と

し

て

よ

い

の

で

あ
る

。

　

そ

れ
で

は

目
下
考
察
申
の

 
 
◎
 
が

『

勢
語
』

の

詞
章
を

無
視
し

て

い

る

と

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　
32

い

う
琿

由
を
以
っ

て
、

は

た

し

て

蜘
 
◎
◎
も

す
べ

て

『

勢
語
』

が

『

占
今
集
」

を
と
っ

て

創
作
さ

れ

た

も
の

と

解
す
べ

き

で

あ

ろ

う

か
。

あ

る

い

は
、

こ

の

 

働

沿

働
に

隈
っ

て
、

撰
者
貫
之
あ

た

り
が

、

勝
手
に

潤
色
改
窟
し
た

結
果
な

の

か．、

例
え

ば
、

 

な

ど

は

撰
者
貫
之
自［
身
が

延
喜
十
九
年
頃
ま

で

に

実
に

四

百

六

レ
首

の

屏
風
歌
を

奉
っ

て

い

る

事
実
（

他
撰
本
「

貫
之
集
」）

よ

り

し

て
、

実

景
の

歌

を
一

首
く
ら

い

屏
風
歌
に

仕
立
て

て

素
性
法
師
の

横
に

入
れ

た

の

で

は

な

い

か

と

い

う

推
測
も

出
来
よ

う
が

、

『

古
今
集
」

の

業
平
歌
に

対
す

る

貫
之
の

態
度
か

ら

い

っ

て
、

や

は

り

こ

れ

は

異
例
に

属
す

る

こ

と

と

し

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

だ

ろ

う．、

ま

た
、

 
は

「

勢
語
』

に

あ
っ

て

は
「

無
記

名
」

で

問

題
は

な

い

が
、

『

古
今
集
』

が

こ

れ

を
「

紀
利
貞
」

と

「

記

名
」

し

て

は
い

る

も
の

の
、

ど

う

も
こ

れ

は

事
実

に

反
す

る

よ

う

で

あ

る
。

官
歴
か

ら

い

え

ば
紀
利
貞
が

阿

波
介
に

任

ぜ

ら

れ

た

の

は
、

業
平
歿
後
の

元

慶
五

俸
二

月
卜・
五

日

で

あ

り
、

同

年
に

卒
し

て

い

る

か

ら

で

あ

る

ハ

『

占
今
和
歌
集
目
録
」
）

。

『

勢
語
』

の

内
容
を
誤
っ

て

く
わ

し

く

し

て

い

る

わ

け
だ

が
、

利
貞
の

死
後
、

干
年
足
ら

ず

経
過

し

て

い

る

た

め

に
、

撰
者
の

記

憶

違
い

と
い

う

こ

と

も

あ
り

得
よ・
つ．、

し

か

し、

業
平
歌 
∴

十
首
の

内
、

こ

の

四

首

の

例
外
に

お

い

て
、

原
僻
勢
物
語
と
は

ま

た

違
・

た

体
裁
の

資
粋
が

「

吏
葉
』

の

原
拠
と

な
（．
て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

想
像
を

い

だ

か

し

め

る

の

で

あ

る．、

そ

れ

は

以
後、
一
つ

の

勅
撰
集
に

選
ば

れ

た

業
平
歌
の

性
格
を
考
え

て

み

れ

ば
、

一

層
は
っ

き
り

す

る

よ

う

に

思

わ

れ

る
。

す

な

わ

ち、
『

後
撰
和
歌
集
』

で

は

業

平

歌
は

九
首
あ

る

が
、
．
ー

ー
た

だ

し

恋
三
・

恋
五

の

批
把
左

大
臣
と

伊
勢
の

贈
答
歌

は

除
く
II

こ

こ

に

は

じ

め

て

『

勢
語
辱
に

典
拠
を
全
く

見
い

出
し

得
ぬ

歌
が

出

現
す
る．、

　

　

返
し

　

　

　、

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

在
原
業
平
朝
臣

麹

秋
萩
を
い

う

ど
る

風
は

ふ

き

ぬ

と

も

こ

丶

ろ

は

か

れ

じ

草
葉
な

ら

ね

ば
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人
の

も

と

に

し

ば
／

＼
ま

か

り
け

れ

ど
、

あ

ひ

が

た

く

待
り
け

れ

ば

物
に

書
つ

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

在
原
業
平
朝
臣

嚮

暮
ぬ

と

て

ね

て

ゆ

く
べ

く

も
あ
ら

な

く
に

た

ど
る

く
も
か
へ

る

ま

さ

れ
り

　
　
お
も
ふ

心
あ
り

て
、

前
太
政
大
臣
に

よ

せ

て

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

在
原
業
平
朝
臣

鵬

た

の

ま

れ

ぬ

う
き

世
の

中
を

な
げ

き

つ

＼

日

か
げ
に

お
ふ

る

身
を
い

か

に

せ

ん

ー　

　

大
井
な

る

所
に

て
、

人
々

酒
た

う
べ

け
る

つ

い

で

に

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

な

り

ひ

ら

の

朝
臣

慨

大
井
河
う
か
べ

る

舟
の

か

か

り
火
に

を
く
ら

の

や

ま
も

名
の

み

な

り
け
り

ー　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　
『

八
代
集
全
注
（

有
精
堂
）

」

本
に

よ

る
。

　

右
の

四
首
は

『

勢
語
』

と

共
通
す

る

業
平
歌
は

、

に

な

く
、

他
に

典
拠
を
見
い

だ

し

え

な

い
。

『

勢
語
』

讎

ゆ

く
ほ

た

る

雲
の

う
へ

ま
で

い

ぬ

べ

く
は

秋
か

せ

ふ

く
と

鴈
に

つ

け

こ

せ

　
「

勢
語
』

四

十
五

段
。

　

　

世
の

中
を
お

も

ひ

う
ん

じ

て

待
り
け
る

頃

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
業
平
朝
臣

嘱

す
み

わ

び

ぬ

い

ま

は

か

き

り

と

や

ま

さ

と
に

つ

ま
木
し

る
べ

き

（
身
を

か

く

す
べ

ー
き

『

勢
諸
』

）

や

と

も

と
め

て

ん

　

　
『

同
』

五

十
九
段

。

「

伊
勢
物
語
』

成
立
私

考
　
　
　

井
上

英
明

身
の

う
れ
へ

待
け
る

に

う24
な

に

は

津
を
け

ふ

ー　
う
み

わ

た

る

ふ

ね
（
『

勢
語
』

け

さ）

　

　
　
　
　
　

な

り
ひ

ら

の

朝
臣

こ

そ

み

つ

の

浦
ご

と

に

こ

れ
や

こ

の

よ

を

　
　
あ

づ

ま

の

か

た

へ

ま

か

り
け
る

に
、

過
ぬ

る

か

た

ゆ

か

し

く
お

ぼ

え

け
る

ほ

　
　
ど

に
、

川
を

わ
た

り

け

る

に

波
の

た

ち
け
る

を
み

て

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
業
平
朝
臣

跚

い

と
丶

し

く
す

ぎ
ゆ

く
か

た

の

こ

ひ

し

き

に

う
ら

や

ま

し

く

も

が
へ

る

な

み

か

ー　
な

と
、

四

首
を

数
え

る

の

で

あ
る

が、

い

ず
れ
も

『

勢
語
』

の

詞
章
を

無
視
し

、

『

古
今
集
』

・
「

勢
語
』

の

関
係
で

い

え

ば
、

◎
◎
に

属
す
る

も
の

ば
か

り

で

あ

る
。

『

勢
語
』

が
『

後
撰
集
」

に

よ

る

も

の

と

す
る

論
者
は

、

『

後
撰
集
』

が

右
四

首
を

「

な

り
ひ

ら
」

と

認
定
す
る

に

も
か

か

わ

ら

ず
、

　一

方、

『

勢

語
』

八

十
二

段
の

「

を
し

な
べ

て
」

の

歌
を
「

か

ん

づ

け

の

峯
雄
」

作
と

な

し

（

『

勢
語
』

で

は

有
常
）

、

か
つ

ま

た
、

同
百
十
一

段
の

「

こ

ひ

し

と

は
」

の

歌
を
「

在
原
兀

方
」

と
す

る
こ

と

に
、

そ

の

根
拠
を

求
め

る
わ

け
で

あ

る

が
、

こ

れ

も
前
回
と

同

断
で

、

「

か
ん

づ

け
の

峯
雄
（

承
和
比

之
人

　
　
『

占
今

和
歌
目
録
』

）

の

歌
と

さ

れ

る

の

は
、

『

勢
語
」

八

卜
二

段
の

末
尾
で

あ
り

、

「

在
原
元

方
」

の

歌
と

さ

れ
る

の

も
、

「

百

1．
一

段
」

の

末
尾

、

「

又
、

返
し
」

と

あ
る

も

の

で
、

い

ず
れ

も
「

原
形
」

に

あ
っ

た

か

は
、

す
こ

ぶ

る

疑
わ

し

い
。

し

か

も
、

「

大
島
本
」

・
「

神
宮
本
」

・
「

阿
波
本
」

・

「

朱
雀
院
本
」

な

ど

に
、

こ

れ
ら

を
載
せ

な

い

こ

と

は
一

層
そ

の

感
を

深
め

る
。

因
み

に
、

こ

の

「

又、

返
し

」

で、

贈
答
を
連
続
さ

せ

る

の

は、

と

う

に

指
摘
さ

れ

て

い

る

よ

う

に
、

『

後
撰
集
」

時
代
の

物
語
化
さ
れ
た

私
家
集
の

形
式
だ

と

い33
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明

星
穴

学
研
究

紀
娑

｛

日

本
文
此

学
都
・
二．．凵
語
文

化
学

科】
箪
六撒
77

一
九
九
八

年

わ

れ

る

が
、

　一

段
全
体
に

こ

の

形
式
が

翼
か

れ

て

い

る

の

は
、

で

あ

り
、

形
式
を
賂
示
す
れ
ば

、

「

E
十
段
一

の

み

昔
お

と

こ

…

…

（
歌
）

鳥
の

子
を・
γ

づ

＼

1．
．．

『

古
今
六
帖
』

紀
友…
則

と
い

へ

り
け

れ
ば、

（
歌
）

朝
露
は

消
え

の

こ

り
て

も−
　

　
『

続
後
撰
』

読
人
不
知

又、

お

と

こ

（

歌
）

ふ

く
風
に

こ

ぞ

の

桜
は
旨
1．

『

続
占
く
7

』

四

　

業
平

又、

女、

返
し
．

（

歌
）

行
く
水
に

数
か
く
よ

り
も

ー
1
∴
判

古
今
集
』

恋
一
　

読
人
不
知

又、

お

と

こ

（

歌
）

行
く

水
と

過
ぐ
る

よ

は

い

と

旨

と

あ
る

ご

と

く
、

形
式
・

歌
の

作
者
及
び

収
載
さ

れ
た

罅
代
を
考
え
△
口

わ

せ

て
、

こ

の

段
は

全
体
と

し

て
、

あ
き
ら

か

に

『

後
撰
集
』

以
後
の

も

の

で

あ

る

こ

と

は

一
目
日

瞭
然
な

の

で

あ

る
っ

　

さ

て
、

最
後
に

『

拾
遺
集
』

に

な

る

と

業
平
歌
は、
二

首
あ

る

が
、

「 ．
つ

く
し

よ

り

こ

こ

ま

で

く

れ

ど
」

は

「

物
名
」

で
、

「

讎

を
が

は

の

は

し
」

と

あ
り、
『

勢
語
』

の

内
容
を
無
視
し
て

い

る

し
、

「

脳

染
駕
を
わ

た

ら

む
人
…

の

歌
は

詞
書
が

な

く、

「

嬲

か
＼

ら

で

も

あ

り

に

し
物
を
し

は
、

そ

の

詞
書
と

と

も
に

『

勢
語
』

に

は

な

く
、

そ

の

典
拠
の

何
た

る

か
を
知
ら

な

い．．

　

『

占
今
集
馳

に

お

け
る

業
平
歌一．一
十
首
の

内、
「｝、
古
今
集
』

・
『

勢
語
』

の

詞
章

の

間
に

矛
盾
を
生
ず

る

の

は

四

首
で

あ
っ

た

が
、

時
代
が

降
る

に

つ

れ
、

『

後
撰

集
』

・
『

拾
遺
集
』

に

現
れ
る

業
平
歌
は

、

そ

の

典
拠
と

し
て

『

勢
語
』

以
外
の

も

34

の

を
予
想
せ

し

め

る

公
算
が

益
々

つ

よ

く
な
っ

て

く
る

。

こ

の

点
に

つ

い

て

先
師

謌
→

男
博
士
は
、

「

三

代
集
」

の

撰
者
の

典
拠
と

な
っ

た

業
平
繋．・

．
つ

ま

り

業

平
自
撰
の

権
威
あ

る

家
集
が

あ
る
｝

方、

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

と

し

て

の

『

伊
勢
物
語
』

が

同
時
に

流
布
し

て

い

た

ら

し

く
、

か

つ

『

更
級
日

記
し

の

『

中
将
の

集
」

と

い

う

の

は、

前
者
の

自
撰
家
集
を

指
し

た

の

で

あ

ろ

う

と、

学
生

時
代
の

わ

た

く
し

ど

も

に

教
示
さ
れ
た

こ

と

が

あ
っ

た
。

「

三
代
集」

の

終
り

は
、

す
で

に

『

源
氏

物
語
』

の

時
代
で

あ

る
。

こ

の

時
代
か

ら
業
平
の

歌
は

定
家
に

拾
わ

れ
る

ま

で

勅

撰
集
に

無
視
さ

れ、

前
述
し

た

ご

と

く
、

そ

の

問
に

お

け
る

「

伊
勢
物
語
』

の

呼

称
は

「

家
集
」

・

「

日

記
」

∴

物
語
」

の

三
様
で

文
献
に

そ

の

名
を
み

せ
、

そ

の

い

ず
れ
に

も
統
一

さ

れ
な

か
っ

た

事
情
を
考
慮
に

入

れ
る

と
へ

先
師
の

お

説
は

十
分

に

そ

の

間
の

事
情
を

説
明
し

て

く
れ

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か
。

だ

が
、

現
存

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
ノ　ド
ク

シ

ご
　ノ

門

勢
語
」

を
と
っ

て
、

そ

の

内
容
を
自
撰
冢
集
と

物
語
と

を
判
別

す

る

こ

と

な

ど

毛
頭
で

き
る

こ

と

で

は

な

い．、

た

だ
、

い

え

る

こ

と

は
、

勅
撰
集
も一．一

つ

め

に

な

る

と
、

業
平
か

ら

発
し

た

「

原
研
勢
物
語
」

は

家
集
系
（

勅
撰
集
資
料
）

と、

物

語
系

二

般
読
者
享
受
）

に

分
れ

、

後
者
に

は

殊
に

複
数
の

受
読
者
の

加
筆
が

み

ら

れ
て

く
る

こ

と

は
、

大
い

に

想
像
さ

れ

う

る

こ

と
で

あ

る
。

し

た

が
っ

て
、

か

さ

ね

て

『

古
今
集
』

以
前
に

お
い

て
、

故
池
出

亀
鑑
博
士

や

福
井
貞
助
氏
な

ど

の

説
か

れ
た

ご

と

く
、

業
平
の

「

家
集
一

の

み

が

存
し

、

物
語
的
な

結
構
を
備
え

た

所
謂
「

原
伊
勢
物
語
」

の

存
在
を

否
定
す

る

根

拠
は

失
わ

れ

る

の

で

は

あ

る

ま

い

か
。

少
な

く
と

も、

『

古
く
了

集
』

で

は
、

家
集
・

物
語
の

区
別
が

未
分

化
で

あ
っ

た

と

想
像
す
る

ほ

か
は

な

く、

そ

の

た

め

に
、

『

古
今
集
』

の

業
平
歌
の

詞

書
が

長
短
区
々

、

し

か

も
、

四
首
に

限
ハ、

て、

『

勢
語
』

の

詞

書
を

無
視
す

る

事
態
を

生
じ

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か．、

そ

の

こ

と

は、

業
平
の

「

家
集
」

乃
至
コ

物
語
一

と

『

占
今
集
』

の

関
係
を

鞏
興

之

集
』

乃

至
『

土

佐
口

記
』

と

「

後
撰
集
』

の

そ

れ

に

比
し

て

み

れ
ば
、

う

な

ず
か

れ

る

こ

と

で

あ

る
。

　｝

例
を
あ
げ

れ

ば
、

『

土
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左
日

記
』

に
、

「

い

ま

こ

の

歌
を
思
ひ

い

で

て
、

あ
る

人
の

よ

め

り
け

る
。

て

る

月
の

な

が

る

る

見
れ
ば
…

…
」

の

歌
が、

『

後
撰
集
」

覇
旅
に

、

「

土
佐
よ

り

任
は

て

て

の

ぼ

り

け
る

に、

ふ

ね
の

な

か

に

て

月
を
見
て
」

と

詞
書
し

、

作
者
を
貫
之

と
認
定
し

て

い

る

の

で

あ

る
。

こ

の

よ
う

な

例
は

他
に

い

く
つ

も
あ

る
。

　

業
平
卒
後、
『

古
今
集
』

編
纂
の

み

ぎ
り

ま
で

約
三
十
年
、

そ

の

間
に

あ
っ

て

在
原
滋
春
や

棟
梁
あ

た

り．
が

、

亡
父

業
平
手
つ

か

ら

の

「

原
伊
勢
物
語
」

を

取
捨

按
配
し

て
、

迫
り
来
る

勅
撰
集
撰
進
の

日
を

待
ち

な

が

ら
、

別
に
一

本
と

し

て

家

集
の

ご

と

く
体
裁
を

整
え

て

い

た

の

か

も
し

れ

な
い

。

し

た

が
っ

て
、

わ

れ

わ
れ

は

『

古
今
集
』

に

お

い

て

四

首
、

『

後
撰

集
』

に

お
い

て

四
首
ま

で

は
、

現
存

『

勢
語
」

の

詞
章
と

若
十
矛
盾
す
る

こ

と

は

あ
っ

て

も
、

そ

れ
だ

け
を
と
っ

て
、

『

古
今
集
』

以
前
の

「

原
伊
勢
物
語
」

を
抹
殺
す
る

根
拠
は

な

い

と

考
え
た

い

の

で

あ
る

。

ご

く
単
純
に

考
え

て
、

『

後
撰
集
」

の

典
拠
不
明
の

業
平
歌
や

「

拾
遺

集
」

あ
た

り
の

業
平
歌
に

な

る

と、

一

向
に

歌
学
に

素
養
な

き

わ
た

く

し

と

い

え

ど

も
、

一

読
、

「

心
あ

ま

り
て

詞
足
ら

ず
」

の

奔
放
な

天

才
の

歌

風
を
裏

切
る

か

の

よ

う
に

詠
ま

れ

る

か

ら

で

あ

る
。

む
す

び

　

な

ぜ
、

わ

れ

わ

れ
は

、

か

く
も
『

古
今
集
』

以
前
の

あ
る

程
度
物
語
化
さ

れ

た

ウ

ル

「

原
伊
勢
物
語
」

の

存
在
に

こ

だ

わ
っ

て

き

た

か、

ま

た

『

勢

語
」

の

文
献

学
の

諸
権
威
に

逆
っ

て

ま

で
、

こ

う

し

た

こ

と

に

こ

だ

わ

ら

な

け
れ
ば

な

ら

な

か
っ

た

か

　
　
そ

れ
は

す
べ

て

文
学
史
の

問
題
で

あ
っ

た

か
ら

で

あ
る

。

現
行
『

伊
勢
物

語
」

は

韻
文
と

散
文
の

渾
融
す
る

「

み

や

び
」

の

極
致
で

あ

る

と

と

も

に
、

こ

れ

以
上
切
り

詰
め

る

こ

と

は

不
可
能
な

く
ら

い

に

見
事
な

文
体
を

創
造
し

て

い

る

か

ら

で

あ
り

、

紀
氏
の

作
風
と

は

撰
を

異
に

す
る

こ

と

を

い

ぜ

ん

と

し
て

看
取
す

る

か

ら

で

あ
る

。

注

 
福
井

貞
助
「
業
平
歌

集
の

物
語
化一
（
「

国
語
と

国
文

学」
昭
二

十
九
・
十一
）、
一
伊
勢
物
語
生

成
考」
ハ
同

上。

　
昭
二

十

四
・

ゴ 、）、
「
伊
勢

物
語
の

生

成」
〔「
国

文
学
・
i
解
釈
と
鑑

賞

　
　
瞬

昭
三

十一
．
十一
）
あ
た

り

が

冂

　
火

を
切
る

こ

と
に

な

る
。

注

 
片
桐

洋、
一
在
中

状
集
成
立

存
疑
」

（「
国

語
・
国

文一
昭
三

十
二

・
一．）、
「
伊
勢
物
語
に

関
す
る

覚
え

書

−

　
図
霄
寮

異
本

業
平
集
を

め

ぐ
っ
て．
．
1」
〔
同
右
誌、
昭
二．
レ
ニ
・
t
二）
が

初
出。

注

 
関
良、
「
伊

勢
物
語

の

形

態
と

構

想」
〔
「

国
文
学
」

第
四
巻
・
第

十
三

号）、
「
伊

勢

物

語

散
佚

諸

本
管

見」

　〔
山

形
大

学
紀
要

第
三

号）
が

初
出じ

注
 
一
前
田

冢

本」
に

つ

い

て

は

鈴
木
知
太

郎
「
在

中
将

集
の

成
立
に

つ

い

て」
〔「
文

学．一
昭
十
一
．
一
）、

久

傳

　
神

昇
「

国
宝

西
本
願

寺
三

十
六

人
集』
研

究
編、
「
雅

平
本一
に

つ

い

て

は、
福

井
貞
助
一
古
A
コ

集
に

ょ

る

伊

勢

　
物

語
の

形
成一
巻
末

注
（「
国

語
と

国

文
学
」

昭
・一一．
十
七
・
六）
あ
た

り
が

初
出．
ま
た

山
田

清

南

「
原

撰

業

　
平

集
と

伊
勢．
物
語
の

成
立
」

盆

平
安

文

学
研
究．一
昭、．一
卜
八
・
六）
も
反

論
と
し

て

初
出。

注
 

島
田
良
二
一
雅
平

本
の

検
討
」

（「
国
語
と

国
文

学」
昭
三

十
肴
．
七）
が

初
出。

注
 
そ

の

他、
こ

れ
ら

よ

り

短
い

詞
書
も

同
断
で

あ

る。

注
 ．
「

お
は

し

ま
し
て一

1
 

基
俊

本、
 

元
永
本、
 
甲、
雅
俗
山
庄

本、
 
甲、
志
賀

須
賀

本、

 

乙、

　
条

家
本、
 ．
乙、
寛

親
本、
 
乙、
元
治

本、
 

乙、．
前

田
本、
 
乙、
天
理
本、
 

甲、
寂
蓮

本、
 
乙、

　
鳥

羽
院
本
な

ど。

注
 

鷲
山
樹
心
一
伊
勢
物

語
は

占
今
集
に

先
行

す
る
」

（
「

文
学
・
語
学
」

第
十

号）
が

初
出。

後 六

注

 ．
第一
次

本
「

基
俊
本」
に

は、
「

み
こ

返
々

こ

の

歌
な

が

め

て

返
し

も
せ

ざ

り
け
れ
ば

と
も
に

あ

り

け
る．一
と

　
あ

り、
第．
、

次

本
一
筋

切」
・
コ、
乃

永

本
」

に

は

「

め

で

て．一
と
あ

り、
流

布
本
と

小

異
あ
れ

ど、
内

容
は

同

じ
の

　
よ

う
で

あ

る．

注

 
片
桐

洋一
，

伊
勢
物

語
成

長
論
序

説」
〔「
国
語
・
国
文
一

第
二

十・
十）
が

初
出、

注
 

奥
村
恒

哉
「
古

今
集
詞

書
の

考
察」
（「
国
語
・
国
文
」

第
二

牽L
ハ

・
第
四）
が

初
出
だ
が、
氏
は

同
論
文
で、

　
純
粋
な

第
三

人
称

描
写
を
と

る

も
の

と
し

て、
（
隅）
（
賜）
〔
悩）
の

三

首
を

挙
げ
ら

れ
た．
し
か
し、
（
碣）
は

　
第
三

人
称

描
写
と

は
判

断
し
か

ね
る
も
の

で

あ

る。
そ

れ
に

し

て

も

氏
の

論
旨
に

異
論
が

あ
ろ

う
は
ず

は

な
く、

　
大
い

に

力
を

得
た

次
第
で

あ

る．

注

 ．
『

余

材
抄
』

・
「
続

万
葉

論』
そ

の

他。

注

 
山
田

清

市
『

前

掲
論
文
」

が

初
川。
た
だ

し、
山
田

氏
の

挙
げ
た

諸
例

中、
『

勢
語
』

二

十一
段、
「
忘
る

ら

む

　
思
ふ
心

の

疑
ひ

に
い

は

『．
古
今

集
」

読
人

不
知
で

は
な
く、
『
新
占
く

，
』

の

そ

れ

で

あ
る。

　
　
な
お、
右
掲
の

諸
注
は

新

見、
新
説
の

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

の

重

要
性
を

考
え
て、
初
出
の

も
の

に

限
っ
た

こ

と

　
を
お
こ

と
わ

り
し

で

お

く。
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明
墨

大
学
研

究
紀

湊
凹
冨

本
文
化

学

郷
二…．口
語
文
化

学
科
M

第
六

号

九

九
八
年

36

　

後
記

　
本
稿
は

わ

た

く
し

の

最
も
不
得
手
と

す
る

と

こ

ろ、

す
な
わ

ち
、

わ

が

島
田
良
二

先
生
の

最
も
得
意
と

さ

れ

る

分
野
に

お
け

る

拙
な

い

報
告
で

あ

る．、

不

敏
を

か

え

り

み

ず
、

あ

え

て

こ

の

よ

う
な

辛
気
く
さ
い

駄
文
を
掲
げ

さ
せ

て

い

た

だ

い

た

の

も
、

そ

の

島
田
良
二

教
授
が

定
年
制
に

よ

り、

本
年
度
を

も
っ

て

目

本

文
化
学
部
教
授
の

職
を

退
任
さ

れ

る

こ

と

に

な
っ

た

た

め

で

あ

る
。

　

島
田

良
二

先
生
は

わ

が

国
文

学
界
に

お

い

て

は

王

朝
文
学
の

権
威
…
ー

と

く
に

平
安
前
期
私
家
集
研
究
の

第
一

入
者
で

あ

ら

れ

る

に

も
か

か

わ

ら

ず
、

わ

た

く
し

ど

も
後
学
に

た

い

し

て
、

そ

の

深

い

学
識
を
誇
り

か

に

B
に

さ

れ
た

こ

と

な

ど
、

た

だ

の
一

度
も

な

い
。

先
生
ご

着
任
時、

わ

た

く
し

は

大
い

に

反
省
し

、

志
学
の

原

点
に

立
ち

返
っ

て
、

親
し

く

ご

指
導
を
仰
ぐ

べ

き

好
機
の

到
来
を
よ

ろ
こ

ん
だ

。

だ

が
、

毎
週
先
生

の

温
容
に

接
し
え

な

が

ら
、

新
設
学
部
の

校
務
輻
輳
の

聞
、

先

生

に

は

ご

迷
惑
を

お

か

け

す

る

ば

か

り
で

、

わ

た

く
し

の

ひ

そ

か

な
願
い

は

か

な

ら

ず

し

も

か

な

え

ら

れ
た

と

は

い

え

な

い
。

先
生
と

こ
…

緒
の

六
春
秋
が

あ

ま
り

に

も
瞬
時
に

過
ぎ
去
っ

た

か

ら

で

あ
る．、

　

本
誌
に

も
毎
ロ

77

、

圭
玉
の

こ

論
文
や

、

ご

架
蔵
の

貴
重
な
古
文
献
な
ど
の

解
題
。

翻
刻
を

寄
稿
さ

れ、

明
星
大
学
日

本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
の

学
問
的
レ

ベ

ル

る
二

段
と

高
め

て

く
だ

さ
っ

た

の

も
島
田

良
二

先
生

で

あ
る

。

わ
た

く

し

個
入
と

し

て

は

永
年
に

わ

た

る

学
恩
に

鳴
謝
し

、

こ

の

未
熟
な

論・
考
を

先
生
に

捧
げ、

ご

批
正

を
た

ま
わ
り

た

く
思
う

。

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

平
成
九
年

十
一

月

十
七
日

記
。
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